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史都の面影
●埋蔵文化財調査センター展示室より「古代の酒器－平瓶」

　考古学の世界で「ひらか」あるいは
「へいへい」と呼ばれるこの器は、文字
通り平たい瓶の形をしています。酒を
注ぐ容器と考えられており、注ぎ口が
中心をはずれた位置に付けられている
のは、液体を注ぎやすいようにとの工
夫でしょう。この平瓶は平安時代に高
級な陶器を生産した愛知県名古屋市周辺の製品。一升一合入ります。
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10月末現在●世帯数24,517世帯●人口62,870人●面積19.65k㎡

　人と人が集い、交流の輪が広がる市民音楽祭。今年も童謡やポップス、クラシックなど十人十色の音色がホールに響き
渡りました。（詳しくは14ページの記事をご覧ください）

今
月
号
は
、
Ｐ
12
・
Ｐ
13
に
掲
載
し
て
い
る「
市
内
除
融
雪
路
線
マ
ッ
プ
」の
た
め
、

�

保
存
用
の
穴
は
あ
け
て
お
り
ま
せ
ん
。
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昨
年
度
、
1
年
間
に
使
っ
た
市
の
お
金
の
状
況
に
つ
い
て
、
Q

＆
A
形
式
で
紹
介
し
ま
す
。

Q
1
会
計
は
ど
の
よ
う
に
分
け
ら
れ
る
の
？

表
1
の
よ
う
に
、市
の
会
計
は
、一
般
会
計（
行
政
の
基
本
的
な
経
費
）

と
特
別
会
計（
特
定
の
事
業
を
特
定
の
収
入
で
賄
う
経
費
）、
企
業
会

計（
独
立
採
算
を
基
本
と
し
た
経
費
）に
分
け
ら
れ
ま
す
。

Q
2
私
た
ち
の
ま
ち
の
財
政
状
況
は
大
丈
夫
？

　

平
成
20
年
度
決
算
は
、
市
税
の
増
収
や
行
財
政
改
革
の
取
組
に
よ

り
、
各
種
財
政
指
標
の
改
善
を
図
れ
た
ほ
か
、
6
年
連
続
で
財
政
調

整
基
金
の
取
り
崩
し
を
行
わ
ず
に
決
算
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
よ
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
財
政

の
健
全
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

償
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

・
妊
婦
一
般
健
康
診
査
無
料
検
診
の
充
実

　

�

（
3
、
4
9
8
万
円
）

　

平
成
20
年
10
月
か
ら
無
料
検
診
の
回
数
を
、
こ

れ
ま
で
の
3
回
か
ら
5
回
へ
拡
充
し
ま
し
た
。

・コ
ス
モ
ス
ホ
ー
ル
改
修
事
業（
2
、
0
5
1
万
円
）

　

障
害
者
の
社
会
参
加
を
目
的
と
し
た
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
運
営
す
る
た
め
、
建
物
の

増
改
築
を
行
い
ま
し
た
。

・
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
設
置
準
備

　

�

（
3
億
2
、
1
2
5
万
円
）

　

平
成
22
年
度
開
設
予
定
の
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ

ラ
ザ
建
設
用
地
の
取
得
や
設
計
業
務
を
行
い
ま
し

た
。

・
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
開
館

　

�

（
3
、
6
0
1
万
円
）

　

平
成
20
年
6
月
か
ら
開
館
し
、
そ
の
運
営
業
務

を
N
P
O
法
人
へ
委
託
し
ま
し
た
。

Q
6
借
金（
市
債
）は
い
く
ら
残
っ
て
る
の
？

　

学
校
や
道
路
な
ど
を
建
設
す
る
た
め
の
多
額
の

費
用
の
一
定
程
度
は
、
借
金（
市
債
）で
賄
っ
て
い

ま
す
。
本
市
で
は
、
そ
の
年
度
の
市
債
の
借
入
額

が
そ
の
年
度
の
返
済
額
を
超
え
な
い
よ
う
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

本
市
の
平
成
20
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判

断
比
率
は
、
表
2
の
と
お
り
、
い
ず
れ
の
比
率
も

大
幅
に
下
回
り
、
健
全
段
階
で
あ
る
と
い
う
結
果

に
な
り
ま
し
た
。

＊
健
全
化
判
断
比
率
と
は

　

地
方
自
治
体
の
財
政
の
健
全
度
を
示
す
指
標

で
、
①
実
質
赤
字
比
率
、
②
連
結
実
質
赤
字
比
率
、

③
実
質
公
債
費
比
率
、
④
将
来
負
担
比
率
の
4
つ

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
指
標
に
は
、
早
期
健
全
化
基
準
と
、

財
政
再
生
基
準
が
設
け
ら
れ
、
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
と

も
い
え
る
財
政
再
生
基
準
を
超
え
る
場
合
は
、
国

の
監
督
の
下
で
財
政
再
建
に
取
り
組
む
こ
と
と
な

り
ま
す
。

①
実
質
赤
字
比
率（
財
政
運
営
の
深
刻
度
を
表
現
）

　

普
通
会
計
の
赤
字
の
程
度
を
指
標
化

②
連
結
実
質
赤
字
比
率（
財
政
運
営
の
深
刻
度
を

表
現
）

　

普
通
会
計
に
、
特
別
会
計
や
公
営
企
業
会
計
を

含
め
た
全
て
の
会
計
の
赤
字
の
程
度
を
指
標
化

③
実
質
公
債
費
比
率（
資
金
繰
り
の
危
険
度
を
表

現
）

　

普
通
会
計
の
借
入
金
の
返
済
額
な
ど
の
大
き
さ

を
指
標
化

④
将
来
負
担
比
率（
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
が

高
い
か
ど
う
か
を
表
現
）

　

普
通
会
計
が
将
来
負
担
す
べ
き
借
入
金
な
ど
の

残
高
を
指
標
化

公
営
企
業
の
指
標
と
し
て
…

●
資
金
不
足
比
率（
経
営
状
況
の
深
刻
度
を
表
現
）

　

普
通
会
計
の
赤
字
に
相
当
す
る
公
営
企
業
の
資

金
不
足
を
指
標
化
。
こ
の
資
金
不
足
比
率
が
、
経

営
健
全
化
基
準
を
超
え
た
場
合
は
、
経
営
健
全
化

計
画
を
策
定
し
経
営
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　

本
市
の
公
営
企
業
で
あ
る
水
道
事
業
と
下
水
道

事
業
で
は
、
表
3
の
と
お
り
、
い
ず
れ
も
、
資
金

不
足
額
は
発
生
せ
ず
、
健
全
段
階
で
あ
る
と
い
う

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
普
通
会
計
決
算
を
年
収
5
0
0

万
円
の
家
計
に
置
き
換
え
て
、
平
成
19
年
度
と
比

べ
て
み
ま
し
た
。

●
歳
入（
表
4
）

　

給
料（
市
税
）が
19
万
円
増
え
た
た
め
、
ロ
ー
ン

借
入（
市
債
）と
預
金
取
り
崩
し（
基
金
繰
入
金
）を

そ
れ
ぞ
れ
減
ら
し
て
、
将
来
の
負
担
を
抑
え
ま
し

た
。

Q
7
貯
金（
基
金
）は
い
く
ら
あ
る
の
？

　

基
金
に
は
、
特
定
の
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の

特
定
目
的
基
金
と
税
収
の
減
少
な
ど
に
よ
る
財
源

不
足
を
調
整
す
る
た
め
の
財
政
調
整
基
金
と
が
あ

り
ま
す
。

Q
8
財
政
状
況
は
健
全
な
の
？

Q
3
ま
ち
の
お
金
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
？

　

普
通
会
計
と
い
う
会
計
区
分
を
用
い
て
紹
介
し
ま
す
。
普
通
会
計

と
は
、
各
市
町
村
の
会
計
を
比
較
で
き
る
よ
う
に
統
一
し
た
ル
ー
ル

で
、
各
種
会
計
の
決
算
を
調
整
し
直
し
た
も
の
で
す
。

●
法
人
市
民
税
が
大
幅
に
増
額

　

歳
入
に
つ
い
て（
グ
ラ
フ
1
）は
、
法
人
市
民
税
の
大
幅
な
増
額
に

よ
る
市
税
の
増
や
、
地
方
交
付
税
が
増
額
と
な
り
、
全
体
で
3
億

7
、
0
8
7
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た

●�

民
生
費
や
土
木
費
の
歳
出
が
増
加

　

歳
出
に
つ
い
て（
グ
ラ
フ
2
）は
、
障
害
者
自
立
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
が
増
加
し
た
こ
と
や
、
生
活
保
護
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
民

生
費（
福
祉
関
係
経
費
）は
、
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
土
木
費

で
は
、
多
賀
城
駅
前
の
土
地
区
画
整
理
事
業
や
市
街
地
再
開
発
事
業

の
進
捗
に
伴
い
増
額
と
な
り
、
全
体
で
2
億
5
、
0
5
2
万
円
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

Q
4
台
所
事
情
を
表
す
決
算
指
標
は
？

　

決
算
状
況
を
表
す
指
標
の
一
つ
に
経
常
収
支
比
率
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
毎
年
度
、
継
続
的
か
つ
安
定
的
に
確
保
で
き
る
収
入（
市

税
な
ど
）が
、
経
常
的
に
支
出
さ
れ
る
経
費（
人
件
費
、
扶
助
費
な
ど
）

に
使
わ
れ
る
割
合
を
示
す
指
標
で
す
。

Q
5
具
体
的
な
お
金
の
使
い
道
は
？

　

平
成
20
年
度
に
取
り
組
ん
だ
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

・
小
中
学
校
や
児
童
福
祉
施
設
等
の
耐
震
補
強
事
業

�

（
2
億
2
、
4
6
3
万
円
）

　

実
施
施
設（
山
王
小
学
校
、
多
賀
城
東
小
学
校
、
天
真
小
学
校
、

多
賀
城
中
学
校
、
第
二
中
学
校
、
桜
木
保
育
所
、
鶴
ケ
谷
児
童
館
、

山
王
地
区
公
民
館
体
育
館
）

・
J
R
仙
石
線
連
続
立
体
交
差
事
業（
3
億
5
、
6
7
2
万
円
）

　

県
の
事
業
で
あ
る
J
R
仙
石
線
連
続
立
体
交
差
事
業
の
建
設
費

を
負
担
し
ま
し
た
。

・
多
賀
城
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
整
備
事
業（
2
億
5
1
7
万
円
）

　

多
賀
城
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
整
備
事
業
に
係
る
家
屋
の
移
転
補

◆80パーセントを超えると危険ライン！
 平成20年度は95.8％で、前年度に比べて3.7ポイント
改善されましたが、依然として高い水準となっています。

平成20年度
決 算 状 況

み
な
さ
ん
の
お
金
こ
う
使
い
ま
し
た

特
別
コ
ラ
ム

　

市
の
財
政
を

身
近
な
例
で
紹
介
し
ま
す

民生費
49億 8,493万円

民生費
49億 8,493万円

教育費
23億 1,963万円

グラフ2

公債費
22億 3,062万円

その他
13億 1,467万円

その他
13億 1,467万円

土木費
30億 4,544万円

総務費
23億 1,576万円

衛生費
14億 7,544万円

歳出総額 176億 8,649万円
前年度比 2億 5,052万円増（1.4％増）

84.9 

90.5 92.0

97.1
100.3

100.0

99.5

95.8

50.0
H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

110.0
（単位：％）

経常収支比率の推移
グラフ3

表2　健全化判断比率 （単位：％）

健全化判断比率 平成20年度 平成19年度 早期健全化基準 財政再生基準
実質赤字比率 － － 13.11 20
連結実質赤字比率 － － 18.11 40
実質公債比率 11.7 12.4 25 35
将来負担比率 25.8 76.8 350
※実質赤字比率および連結実質赤字比率は、両比率とも黒字のた
め「－」の表記となります。

表3　資金不足比率 (単位：％）

資金不足比率 平成20年度 平成19年度 経営健全化基準
下水道事業

（法非適用企業） － － 20

水道事業
（法適法企業） － － 20

※下水道事業および水道事業とも、資金不足が生じ
ていないため「－」の表記となります。

19,000

19,500

20,000

20,500

21,000

21,500

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

（百万円）

グラフ4
市債残高の推移

20,236

20,952
21,162

20,895
20,902

20,599
20,406

19,773

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20
0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000
（百万円）

グラフ5
基金現在高の推移

5,8485,848

992992

5,5625,562

747747

5,8285,828

1,0791,079

5,5295,529

1,2211,221

5,3835,383

1,3921,392

5,0315,031

1,4441,444

4,7924,792

1,4581,458

4,6244,624

1,5511,551

財政調整基金
特定目的基金

表4　�平成20年度の歳入を年収500万円の家計にしてみると…
収入（歳入） 平成

19年度
平成

20年度市の予算項目を 一般家計に例えると
（市税） 給料 224万円 243万円
（国県支出金・地方交付
税・各種交付金など） 親からの仕送り 180万円 181万円

（基金繰入金） 預金取り崩し 8万円 6万円
（市債） ローン借入 44万円 33万円
（負担金、使用料、諸収
入など） パート収入 26万円 25万円

（寄附金・財産収入など）その他 8万円 12万円

合　　　計 490万円 500万円

その他
17億 2,285万円

市税
87億 8,504万円

国県支出金
26億 6,117万円

グラフ１

諸収入
5億 6,073万円

その他
17億 2,285万円

地方交付税
29億 4,168万円

市債
11億 9,300万円

繰入金
2億 192万円

歳入総額 180億 6,639万円
前年度比 3億 7,087万円増（2.1％増）

表1　平成20年度各種会計決算状況
区　　分 歳入（収入） 歳出（支出）

一　般　会　計 181億9,088万円 178億1,098万円

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 53億3,235万円 53億2,343万円

老 人 保 健 3億7,345万円 3億7,309万円

後 期 高 齢 者 医 療 3億8,651万円 3億8,392万円

介 護 保 険
（保険事業勘定） 24億4,945万円 24億1,613万円

介 護 保 険
（介護サービス事業勘定） 122万円 122万円

下 水 道 事 業 31億9,844万円 31億5,891万円

区　　分 収　　入 支　　出
企
業
会
計

水
道
事
業
会
計

収益的収入および支出 19億9,534万円 18億1,547万円

資本的収入および支出 10億6,630万円 14億9,569万円

合　　計 30億6,164万円 33億1,116万円
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市
の
財
産
や
借
金
の
状
況

　

そ
の
他
財
産
・
債
務
は
表
8
の
と
お
り
で
す
。

　

予
算
・
決
算
、
財
政
状
況
な
ど
は
、
市
政
情
報

コ
ー
ナ
ー
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
／
市
長
公
室（
財
政
経
営
担
当
）

内
線
2
1
5
、
2
1
6

　

時
差
出
勤
制
度
を
活
用
す
る
な
ど
し
、
縮
減
に

努
め
ま
し
た
。

④
市
長
な
ど
の
給
料
を
減
額

　

平
成
12
年
度
か
ら
引
き
続
き
、
市
長
の
給
料
と

期
末
手
当
を
10
％
、
副
市
長
お
よ
び
教
育
長
の
給

料
と
期
末
手
当
を
5
％
、
そ
れ
ぞ
れ
減
額
し
ま
し

た
。

＊
こ
れ
ら
の
改
革
に
よ
り
生
み
出
し
た
財
源
は
、

新
た
な
施
策
の
実
施
に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
行
財
政
改
革
を
推
進
し
、
市
民
の
み
な

さ
ん
へ
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
迅
速
に
提
供
で
き

る
よ
う
、
行
政
の
効
率
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

問
／
市
長
公
室
行
政
経
営
担
当

内
線
2
1
4

　

多
賀
城
市
で
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、

一
層
効
果
的
で
効
率
的
な
行
政
経
営
を
行
う
た

め
、「
多
賀
城
市
行
財
政
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン（
平
成
18
年
3
月
策
定
）」な
ど
に
基
づ
き
、
行

政
が
自
ら
行
う
べ
き
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
範
囲
や
事

業
の
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成
20
年
度
に

行
っ
た
改
革
の
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

歳
入
の
確
保

　

未
利
用
地
の
売
却
、
市
有
地
の
有
償
貸
付
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

歳
出
の
削
減

　

中
央
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
委
託
や

学
校
用
務
員
の
委
託
校
の
拡
大
、
職
員
定
数
の
適

正
化
や
手
当
な
ど
の
抑
制
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

＊
職
員
定
数
の
適
正
化（
削
減
）

　

平
成
21
年
度
当
初
の
職
員
数
は
4
5
7
人
で
、

平
成
16
年
度
に
比
べ
、
39
人
の
縮
減
と
な
り
ま
し

た
。

＊
職
員
手
当
な
ど
の
抑
制

①
特
殊
勤
務
手
当
の
廃
止

　

平
成
18
年
度
か
ら
段
階
的
に
各
種
特
殊
勤
務
手

当
を
廃
止
し
、
現
在
は
、
法
に
定
め
ら
れ
た
防
疫

業
務
手
当
と
行
旅
死
病
人
取
扱
手
当
以
外
は
全
廃

し
て
い
ま
す
。

②
管
理
職
手
当
の
削
減

　

引
き
続
き
、管
理
職
手
当
を
3
割
削
減
し
ま
し
た
。

③
時
間
外
勤
務
手
当
の
抑
制

●
歳
出（
表
5
）

　

医
療
費
・
保
険
料
・
子
ど
も
の
教
育
費（
扶
助
費
）

が
5
万
円
増
え
、
子
ど
も
へ
の
仕
送
り
も
8
万
円

増
え
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
食
費（
人
件
費
）や
光

熱
水
費（
物
件
費
）を
頑
張
っ
て
切
り
詰
め
ま
し
た

が
、
全
体
的
と
し
て
7
万
円
の
支
出
増
と
な
り
ま

し
た
。

特
別
会
計
と
企
業
会
計

　

特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
の
特
別
会
計
と
、
企

業
方
式
で
経
営
す
る
企
業
会
計
の
執
行
状
況
は
表

6
・
表
7
の
と
お
り
で
す
。

　

上
半
期（
平
成
21
年
4
月
1
日
か
ら
同
年
9
月

30
日
）ま
で
の
執
行
状
況
や
、
そ
の
他
財
産
に
関

す
る
事
項
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

歳
入
・
歳
出
と
も
に
お
よ
そ
半
分
が
収
入
・
支
出
済
み

　

歳
入
は
、
予
算
額
2
0
1
億
7
、
9
6
5
万

円
に
対
し
、
収
入
済
額
は
96
億
3
、
3
5
6
万

円
で
、
収
入
率
は
47
・
7
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
は
、
予
算
額
2
0
1
億
7
、
9
6
5
万

円
に
対
し
、
支
出
済
額
は
92
億
1
、
8
6
1
万

円
で
、
執
行
率
は
45
・
7
％
で
す
。

　

市
税
は
、
予
算
額
80
億
6
、
0
7
0
万
円
に

対
し
、
収
入
済
額
は
44
億
6
3
3
万
円
で
、
収

入
率
は
54
・
7
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

建
設
事
業
な
ど
を
実
施
す
る
た
め
の
市
債（
借

金
）は
、
工
事
終
了
後
に
借
り
入
れ
る
こ
と
か
ら
、

大
部
分
は
下
半
期
に
執
行
さ
れ
ま
す
。

最新情報!!

平
成
21
年
度
上
半
期
の

�

予
算
執
行
状
況

多
賀
城
市
の
行
財
政
改
革
の

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？

表5　�平成20年度の歳出を年収500万円の家計にしてみると…
支出（歳出）

平成19年度 平成20年度
市の予算項目を 一般家計に例えると

（人件費） 食費 106万円 102万円

（扶助費） 医療費・保険料・子どもの教育費 70万円 75万円

（普通建設事業費） 家の増改築 64万円 61万円

（積立金） 貯金 0万円 1万円

（公債費） ローン返済 62万円 63万円

（物件費） 光熱水費等 59万円 57万円

（維持補修費） 家具・車の修理 5万円 5万円

（他会計繰出金・補助費） 子どもへの仕送り 123万円 131万円

（投資および出資金・貸付金） その他の雑費 4万円 5万円

合　　　計 493万円 500万円

●その他財産
・基金 64億1,214万円

内　
　

訳

年度間の財政調整のための基金（財政調整基金） 11億8,816万円
特定の目的のために積み立てている基金 21億2,664万円
・史跡のまち基金
・教育施設及び文化施設管理基金
・長寿社会対策基金
・市債管理基金
・生涯学習推進基金

9億8,868万円
8億1,701万円

8,893万円
2,356万円

2億   846万円
特定の目的のために定額の資金を運用するための基金 24億8,117万円
・土地開発基金 24億8,117万円
その他 6億1,617万円
・国民健康保険財政調整基金
・介護保険事業財政調整基金
・介護従事者処遇改善臨時特例基金

3億2,980万円
2億6,412万円

2,225万円
・土地：公園や市の建物の敷地など 2,442,973㎡
・�建物：市庁舎や小中学校、保育所、市営住宅の建物など 166,715㎡
・�出資金：多賀城市土地開発公社への出資金など 7,256万円

グラフ7
歳出執行状況

支出済額
未執行額

10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％0％

合計

その他

公債費

教育費

消防費

土木費

衛生費

民生費

総務費

92億 1,861万円 109億 6,104万円

20億 161万円 11億 3,058万円

21億 3,796万円 34億 1,974万円

5億 1,162万円 8億 2,720万円

13億 8,942万円 14億 4,605万円

5億 3,967万円 1億 6,025万円

11億 5,988万円 25億 330万円

10億 7,101万円 11億 2,348万円

4億 744万円 3億 5,044万円

グラフ６
歳入執行状況

収入済額
収入未済額

10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％0％

合計

その他

市債

諸収入

財産収入

繰入金

国県支出金

地方交付税

市税

96億 3,356万円 105億 4,609万円

9億 8,829万円 6億 4,808万円

17億 2,290万円210万円

44億 633万円 36億 5,437万円

1億 4,193万円

4,086万円 2,504万円

4億 6,690万円

5億 2,000万円 5億 1,921万円

18億 4,206万円

16億 9,199万円 6億 9,290万円

28億 1,669万円

・市民活動サポートセン
ターの運営
・コスモスホールの改築
工事
・小中学校校舎地震補
強工事など

・大代地区公民館施設
耐震工事
・山王地区公民館体育
館新築設計工事など

・妊婦検診の公費負担
の拡充
・洪水ハザードマップの
作成

栄養素
（財源）

行財政改革により生み出した財源は、
市政に必要な栄養素になっています

・未利用地の売却
・市有地の有償貸付など

・職員定数の削減
・職員手当等の抑制
・中央地域包括支援センター
　の業務委託
・学校用務員の委託校の拡大

◆歳入の確保
6,292万2千円

◆歳出の削減 
3億476万1千円

表6　特別会計
区　分 予算現額 収入済額 支出済額

国民健康保険 52億4,272万円 18億9,115万円 23億   158万円
老人保健 3,136万円 81万円 16万円
介護保険 27億   537万円 10億4,737万円 10億7,528万円
下水道事業 31億4,622万円 14億2,343万円 14億2,576万円
後期高齢者医療 4億   122万円 1億5,551万円 1億4,682万円

合　計 115億2,689万円 45億1,827万円 49億4,960万円

表7　水道事業会計
区　分 収支の別 予算額 執行額

収益的収入および支出
収　入 20億   534万円 9億5,062万円
支　出 18億6,032万円 8億7,611万円

資本的収入および支出
収　入 7億5,669万円 89万円
支　出 13億     77万円 1億7,032万円

●債務
・�債権:�老人介護保健施設建設

事業貸付金など 3億1,212万円

・市債 491億3,921万円

内
訳

一般会計
特別会計（下水道事業）
企業会計（水道事業）

188億9,628万円
234億5,260万円
46億3,367万円

表8　財産・債務の状況（平成21年9月30日現在）
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地
域
の
皆
さ
ん
の「
話
し
合
い
の
場
」

「
つ
な
が
る
場
」で
あ
る
、
こ
み
ゅ
に

て
ぃ
～
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
こ
み
プ
ロ
）

は
、
市
内
4
地
区
に
分
か
れ
て
開
催
し

て
い
ま
す
。
今
月
は
10
月
6
日
㈫
に
開

催
さ
れ
た
第
2
回
目
中
央
地
区
の
こ
み

プ
ロ
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

❖
地
域
を
語
り
地
域
を
知
る

　

今
回
は「
中
央
地
区
の
魅
力
、
自
慢

し
た
い
と
こ
ろ
」と「
困
っ
て
い
る
こ

と
」の
二
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
27
人

が
6
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
話
し

合
い
ま
し
た
。
ま
ず
、
一
人
一
人
が
地

区
の
魅
力
に
つ
い
て
、付
せ
ん
に
書
き
、

グ
ル
ー
プ
内
で
発
表
し
た
後
、
テ
ー
マ

ご
と
に
分
類
し
、
模
造
紙
に
張
り
ま
し

た
。

　
「
砂
押
川
に
白
鳥
が
来
る
」、「
大
型

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
多
い
」、

「
末
の
松
山
や
野
田
の
玉
川
な
ど
の
名

所
が
あ
る
」な
ど
約
1
5
0
件
の
魅
力

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、困
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

グ
ル
ー
プ
内
で
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
「
地
区
の
行
事
の
参
加
者
が
固
定
し

て
い
る
」、「
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン

が
多
く
な
っ
て
き
て
、
人
の
つ
な
が
り

が
少
な
い
」、「
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
」

な
ど
約
1
3
0
件
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

全
体
発
表
で
は
、
各
グ
ル
ー
プ
の
個

性
溢
れ
る
発
表
に
和
気
あ
い
あ
い
の
雰

囲
気
。「
そ
う
だ
よ
な
」と
納
得
し
た
り
、

新
た
な
発
見
に
深
く
感
銘
し
た
り
…
…  

皆
さ
ん
、「
思
い
」は
同
じ
、
あ
っ
と
い

う
間
に
時
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

人
に
出
会
い
、
話
し
合
い
、
気
づ
き
、

広
が
る
人
の
輪
。
皆
さ
ん
一
人
一
人
の

ク
レ
ヨ
ン
で
、
キ
ャ
ン
バ
ス
い
っ
ぱ
い

に
、
お
ら
ほ
の
ま
ち
を
彩
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
!
新
し
い
発
見
、
彩
発
見
。

こ
み
プ
ロ
は
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。

●
次
回
の「
こ
み
プ
ロ
」開
催
日

　

各
地
区
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

中
央
地
区
／
未
定

大
代
地
区
／
1
日
㈫
午
後
6
時
45
分

東
部
地
区
／
平
成
22
年
1
月
21
日
㈭
午

後
7
時

西
部
地
区
／
未
定

＊
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
／
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
市
民
活
動

推
進
係
内
線
2
5
1
、
2
5
2

第
4
回
市
議
会
定
例
会

　

第
4
回
市
議
会
定
例
会
の
会
期
は
12

月
10
日
㈭
～
16
日
㈬
の
予
定
で
す
。

　

詳
し
い
日
程
な
ど
は
、
12
月
7
日
㈪

に
開
催
予
定
の
議
会
運
営
委
員
会
で
決

定
し
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
な
ど
は
、

そ
の
日
以
降
に
お
願
い
し
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
の
記
事�

訂
正
に
つ
い
て

　

11
月
に
配
布
し
た
議
会
だ
よ
り
第
69

号
の
表
紙
目
次
に
、「
平
成
21
年
度
各

会
計
決
算
を
認
定
」と
あ
る
の
は
、「
平

成
20
年
度
各
会
計
決
算
を
認
定
」の
誤

り
で
し
た
。訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

問
／
市
議
会
事
務
局

内
線
3
1
1
、
3
1
2

「
都
市
計
画
協
会
会
長
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た

　

11
月
5
日
、
仙
台
市
で
第
61
回
都
市

計
画
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
、
都
市
計

画
事
業
の
推
進
に
あ
た
っ
て
優
れ
た
計

画
立
案
や
顕
著
な
実
績
を
残
し
た
市
町

村
に
授
与
さ
れ
る「
都
市
計
画
協
会
会

長
賞
」の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
市
が
、
多
賀
城
駅
周
辺
地
域

に
お
い
て
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
、

交
通
体
系
の
充
実
、防
災
機
能
の
強
化
、

生
活
環
境
の
改
善
な
ど
を
総
合
的
に
図

る
た
め
、
関
連
す
る
都
市
施
設
の
整
備

事
業
を
一
体
的
に
推
進
し
て
い
る
こ
と

が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

多
賀
城
駅
前
周
辺
地
域
は
、
数
年
後

に
は「
多
賀
城
の
新
し
い
顔
」と
し
て
、

活
気
と
賑
わ
い
の
あ
る
交
流
の
場
に
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
引
き
続
き
、
事
業

推
進
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
／
都
市
計
画
課
総
務
企
画
係

内
線
4
2
1

大
規
模
火
災
に
備
え
あ
れ

ば
、
憂
い
な
し
！

　

10
月
30
日
、
仙
台
地
区
石
油
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
等
特
別
防
災
区
域
内（
一
部
多

賀
城
市
含
む
）に
お
い
て
、
宮
城
県
石

油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
防
災
訓
練
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
発
生
が
予
想
さ
れ
る

宮
城
県
沖
地
震
に
備
え
て
、
新
日
本
石

油
精
製
㈱
仙
台
製
油
所
内
の
タ
ン
ク
な

ど
が
破
損
し
、
ガ
ス
漏
え
い
や
重
油
の

流
出
の
ほ
か
、
大
規
模
な
火
災
が
発
生

し
た
こ
と
を
想
定
し
て
の
も
の
で
す
。

　

訓
練
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
火
災
を
想

定
し
た
消
火
活
動
、
重
油
の
流
出
を
防

ぐ
た
め
の
土
の
う
や
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス

の
設
置
、
け
が
人
や
海
中
転
落
者
の
救

出
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、火
災
を
防
ぐ
消
火
活
動
で
は
、

特
定
事
業
所
に
対
し
設
置
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
、
大
容
量
泡
放
射
シ
ス
テ

ム
に
よ
る
放
射
訓
練
が
行
わ
れ
、
そ
の

威
力
に
参
観
者
は
驚
き
の
声
を
上
げ
て

い
ま
し
た
。

　

選
挙
を
も
っ
と
身
近
な
も
の
に
感
じ

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
親
し
み
の
あ

る
投
票
所
づ
く
り
を
目
指
し
、
投
票
立

会
人
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
さ
れ
た
方
を
登
録
し
た
上
で
、

選
挙
が
あ
る
ご
と
に
選
任
し
た
方
の
み

に
、
別
途
通
知
い
た
し
ま
す
。

仕
事
の
内
容
／
有
権
者
の
代
表
と
し

て
、
投
票
が
公
正
・
適
正
に
行
わ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
の
確
認

要
件
／
次
の
要
件
を
満
た
す
方
な
ら
、

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す

①
本
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方

②
特
定
候
補
者
や
政
党
そ
の
他
の
政
治

団
体
な
ど
に
関
係
の
な
い
方

③
明
る
い
選
挙
の
推
進
に
理
解
の
あ
る

方
　

な
お
、
食
事
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

❖
投
票
日
の
投
票
立
会
人

①
日
時
／
投
票
日
当
日
の
午
前
7
時
～

午
後
8
時

②
場
所
／
ご
自
身
が
い
つ
も
投
票
し
て

い
る
投
票
所

③
報
酬
／
1
日
あ
た
り
1
万
7
0
0

円

❖
期
日
前
投
票
所
の
投
票
立
会
人

①
日
時
／
告
示
日（
公
示
日
）の
翌
日
か

ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
の
午
前
8
時
30

分
～
午
後
8
時

②
場
所
／
期
日
前
投
票
所（
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
内
）

③
報
酬
／
1
日
あ
た
り
9
、5
0
0
円

申
込
・
問
／
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

連
絡
先
電
話
番
号
、
投
票
立
会
人
の
種

類（
投
票
日
も
し
く
は
期
日
前
、
あ
る

い
は
ど
ち
ら
も
可
）を
電
話
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

へ❖
平
成
21
年
10
月
25
日
執
行
の
宮
城
県

知
事
選
挙
の
投
票
率

宮
城
県
46
・
57
％

多
賀
城
市
47
・
22
％

問
／
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

内
線
6
3
1
、
6
3
2

Ｅ
メ
ー
ル
／

senkyo@city.tagajo.m
iyagi.jp

～
市
長
と
話
そ
う
～

気
軽
に
ち
ょ
っ
と
茶
っ
と

10
月
20
日
㈫
西
部
児
童
セ
ン
タ
ー

 

参
加
者
4
人

❖
ご
み
の
収
集
に
つ
い
て

市
民「
多
賀
城
市
で
は
土
曜
・
日
曜
日

や
祝
日
の
収
集
は
行
わ
な
い
の
で
す
か
。

　

ま
た
、
紙
な
ど
の
分
別
を
徹
底
し
て

い
な
い
家
庭
が
多
い
で
す
。
も
っ
と
雑

紙
な
ど
の
分
別
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
ほ
し
い

で
す
。
資
源
物
と
し
て
回
収
さ
れ
る
紙

の
大
き
さ
が
不
明
で
す
。
ど
れ
位
の
大

き
さ
か
ら
回
収
し
て
く
れ
る
の
で
す

か
。
た
ま
に
回
収
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
に
対
す
る
周
知
が
足
り

な
い
で
す
よ
。」

生
活
環
境
課
か
ら

　

多
賀
城
市
の
ご
み
収
集
は
、
一
部
の

祝
日
を
除
き
、
土
曜
日
は
通
常
ど
お
り

の
収
集
を
し
て
い
ま
す
が
、
日
曜
日
は

休
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
曜
日
を
休

み
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ご
み
集
積

所
に
ご
み
が
出
て
い
な
い
日
が
設
け
ら

れ
、衛
生
面
、景
観
面
な
ど
に
ゆ
と
り
が

で
き
、快
適
な
環
境
が
確
保
さ
れ
ま
す
。

　

紙
類
の
資
源
物
が
回
収
さ
れ
な
い
こ

と
は
通
常
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
極
端

に
汚
れ
て
い
る
も
の
な
ど
は
、
資
源
物

の
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
た
め
、
回

収
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
回
収
す
る
紙
の
大
き
さ
に
特

に
基
準
は
あ
り
ま
せ
ん
。
適
度
な
大
き

さ
に
折
り
た
た
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
、

回
収
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
分
別
違
反
の
ご
み
に
つ
い
て

は
、
地
域
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
ル
ー

ル
の
徹
底
を
図
る
た
め
、
あ
え
て
回
収

し
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
回
収
し

な
い
こ
と
に
よ
り
出
し
た
方
に
気
付
い

て
も
ら
う
狙
い
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
み
の
分
別
な
ど
の
マ
ナ
ー
に
つ
い

て
は
な
お
一
層
の
周
知
を
徹
底
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
そ
の
ほ
か
の
話
題

・
地
震
時
の
避
難
に
つ
い
て

・
校
庭
の
開
放
に
つ
い
て　

ほ
か

●
～
市
長
と
話
そ
う
～
気
軽
に
ち
ょ 

っ
と
茶
っ
と
の
今
後
の
予
定

日
時
／
12
月
2
日
㈬
午
後
1
時

会
場
／
東
北
学
院
大
学
多
賀
城
キ
ャ
ン

パ
ス
内
ラ
ウ
ン
ジ

●
お
ば
ん
で
す
懇
談
会
の
今
後
の
予

定日
時
／
12
月
17
日
㈭
午
後
7
時

会
場
／
山
王
地
区
公
民
館

＊
懇
談
の
あ
ら
ま
し
は
、
広
報
多
賀
城

1
月
号
で
紹
介
し
ま
す
。

問
／
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
広
報
広
聴
係

内
線
2
5
5

歴
史
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
懇
談
会

　

11
月
6
日
、
第
5
回「
歴
史
を
活
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
多
賀
城
の
歴
史
資
源
を
活

か
し
た
活
気
あ
る
ま
ち
に
す
る
た
め
の

意
見
交
換
会
と
し
て
7
月
4
日
に
開
始

さ
れ
、全
5
回
開
催
し
た
懇
談
会
に
は
、

延
べ
78
人
の
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

最
終
回
と
な
っ
た
こ
の
日
は
、自
然
・

景
観
、
観
光
、
歴
史
と
い
う
3
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
分
野
ご
と
に
そ
れ

ぞ
れ「
水
と
緑
の
自
然
・
環
境
・
歴
史

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」「
多
賀
城
を

誇
れ
る
再
訪
問
の
観
光
を
目
指
そ
う
」

「
歴
史
の
復
元
と
啓け

い

蒙も
う

」と
い
う
テ
ー
マ

を
設
定
し
、
そ
れ
に
伴
う
問
題
点
な
ど

を
考
え
、
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
が
発
表

し
ま
し
た
。

　

全
5
回
の
懇
談
会
で
話
し
合
っ
た
意

見
は
、
来
年
度
に
策
定
す
る「
歴
史
的
風

致
維
持
向
上
計
画
」と「
特
別
史
跡
多
賀

城
跡
附
寺
跡
第
3
次
保
存
管
理
計
画
」

へ
市
民
意
見
と
し
て
反
映
さ
れ
ま
す
。

問
／
都
市
計
画
課
都
市
計
画
係

内
線
4
2
4

多
賀
城
駅
付
近
の
踏
切
遮

断
が
短
く
な
り
ま
す

　

11
月
29
日
㈰
か
ら
Ｊ
Ｒ
仙
石
線
の
上

り
線
が
高
架
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
遮
断
機
の
下
り
る
回
数

が
約
半
分
程
度
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
よ

り
、
交
通
渋
滞
が
緩
和
さ
れ
る
見
込
み

で
す
。
全
面
開
通
ま
で
、
ま
だ
時
間
が

か
か
り
、
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
／
多
賀
城
駅
周
辺
整
備
課
施
設
整
備

係内
線
4
8
4

■
も
う
ち
ょ
っ
と
読
ん
で
…

投
票
立
会
人
に
登
録
し
ま
せ
ん
か

～
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
選
挙
実
現
の
た
め
～

�

（
通
年
募
集
・
登
録
制
）

市
民
と
の
懇
談
会
の
あ
ら
ま
し
を

紹
介
し
ま
す

お
ら
ほ
の
ま
ち
彩
発
見　

こ
み
ゅ
に
て
ぃ
～
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
愛
称
：
こ
み
プ
ロ
）�

～
中
央
地
区
こ
み
プ
ロ
編
～

▲懇談のようす
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テ
レ
ビ
・
エ
ア
コ
ン
・
冷
蔵
庫（
冷

凍
庫
）・
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
は
、

法
律
で
リ
サ
イ
ク
ル
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
不
要
に
な
っ
た
場
合

は
、
製
品
を
購
入
し
た
販
売
店
・
買
い

換
え
を
す
る
販
売
店
ま
た
は
収
集
許
可

業
者
に
処
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

自
分
で
処
分
す
る
場
合
は
郵
便
局
で

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
支
払
い
、
指
定
取

引
所
に
持
ち
込
む
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
ス
プ
リ
ン
グ
入
り
マ
ッ
ト
レ

ス
・
タ
イ
ヤ
な
ど（
各
世
帯
へ
配
布
し

て
い
る
ご
み
の
分
別
と
出
し
方
参
照
）

も
ご
み
集
積
所
に
は
出
せ
ま
せ
ん
。
処

分
す
る
場
合
は
販
売
店
に
確
認
す
る

か
、
収
集
許
可
業
者
に
処
理
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

　

消
火
器
に
よ
る
爆
発
事
故
が
起
き
て

い
ま
す
。
不
要
に
な
っ
た
消
火
器
を
処

分
さ
れ
る
際
は
、
販
売
店
や
取
扱
店
で

回
収
を
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

消
火
器
は
市
で
は
収
集
で
き
ま
せ

ん
。
い
た
ず
ら
な
ど
に
よ
る
爆
発
事
故

を
防
ぐ
た
め
、
集
積
所
に
は
出
さ
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
／
生
活
環
境
課
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
係 

内
線
2
3
6

　12月は、大気汚染物質濃度や温室効果ガス濃度がより高くなる時期です。
　これは、自動車交通量の増加、ビルや家庭の暖房で、ガソリンや石油などの燃料を使用するとともに、冬季の
気象現象の影響によるものです。そこで、国では12月を「大気汚染防止推進月間」「地球温暖化防止月間」として、
きれいな空を守ることの大切さを呼びかけています。
　大気汚染や地球温暖化の原因となる物質は私たちの生活からも多く出ています。まずは表にあることから気を
つけて、身近なところから地球に優しい生活を心掛けましょう。

借
金
で
お
悩
み
の
方
へ
（
個
人
に
限
り
ま
す
）

　

多
く
の
借
入
先
か
ら
借
金
を
重
ね
て
返
済
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
方
は

い
ま
せ
ん
か
。

　

過
去
に
支
払
っ
た
利
息
を
法
律
上
の
限
度
の
率
で
計
算
し
直
す
こ
と
に

よ
り
、
利
息
の
払
い
過
ぎ
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
場
合
、
過
払
い
金
と

し
て
返
還
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

債
務
を
整
理
す
る
に
は
、
借
金
の
状
況
や
生
活
の
状
況
に
よ
り
い
く
つ

か
の
方
法
が
あ
り
ま
す
の
で
、
一
人
で
悩
ま
ず
市
民
相
談
室
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　

市
民
相
談
室
で
は
、
相
談
者
の
ご
希
望
に
応
じ
て
弁
護
士
の
相
談
予
約

を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
弁
護
士
相
談
は
、
初
回
の
み
無
料
で
2
回
目
以
降
は
有
料（
1
回
30
分
、

5
、
0
0
0
円
）で
す
。

　

多
重
債
務
に
陥
ら
な
い
た
め
に
は
、
自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ

せ
た
生
活
設
計
が
大
切
で
す
。
不
意
の
病
気
や
事
故
な
ど
に
も
備
え
て
余

裕
を
持
っ
た
資
金
計
画
を
立
て
ま
し
ょ
う
。

問
／
市
民
相
談
室（
生
活
環
境
課
総
務
企
画
係
）　

内
線
2
3
7
〜
2
3
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　「環境家計簿」をつけると自分の家庭からどれ
くらいの二酸化炭素が出ているかわかります。
　12月1日㈫から生活環境課の窓口で配布し
ていますのでぜひチャレンジしてみませんか。

＊「環境家計簿」提出のお願い
　「平成21年版環境家計簿」をお持ちの方は、
平成22年1月29日㈮までに生活環境課に提出
をお願いします。
問／生活環境課環境リサイクル推進係 内線235

氷点下4度で赤信号、水道を凍結から守りましょう

あなたにもできる凍結防止対策
一般的な取り扱い方法を紹介します

水抜栓の操作
■�手動式／水を抜くときは、蛇口を開け水を出したまま、水抜栓のハンドルを右に回します。

水を抜いたら蛇口は必ず閉めてください。水抜栓のハンドルを途中で止めたままにすると
水漏れの原因になります。開閉の際は、回らなくなるまでいっぱいに回してください。

■�電動式／電源が入っているかを確認してください。操作盤は台所、洗面所、トイレなど、水
回りの壁面にあります。凍結事故を防ぐためにも冬期間は電源を切らないようにしましょう。

　水抜きをする場合＝水抜きのボタンを押してください。
　水を使うときは、いずれも通水ボタンを押してください
　＊水抜栓を設置していない家庭には、凍結防止のため設置することをお勧めします。

保温の方法
■�立ち上り管／発泡スチロール・フェルトなどを水道管や蛇口の部分に巻き付けてください。

その上からビニールなどを巻き付けるとよいでしょう。
■メーターボックス／メーターボックスの中に発泡スチロールなどを入れ、防寒してください。
■�給湯器／取り付けられている加湿式（電熱式）凍結防止器のコンセントプラグがコンセント

に差し込まれているか確認してください。

対策その2（機器を保温すること）

■�蛇口の場合／蛇口にタオルをあてて、その上からお湯をかけてください（タオルをあてる
のは、余熱を利用するためです）。

■�立ち上り管の場合／防寒水栓柱（ビニール製）の外ぶたとその中の白い中ぶた（発泡スチ
ロール製）を外し、水道管に直接お湯をかけてください。

■�メーター前後部分の場合／メーターの両側にあるパイプ部分に、タオルをあててお湯をか
けてください。ただし、破損するのでメーターには絶対にかけないでください。

対策その3（もしも凍結してしまったら）

水抜き栓を閉めて、指定工事事業者または上水道部に連絡してください。解氷と修繕は有料です。

凍結の解氷ができないときや破損したときは

　チーム・マイナス6％（環境省）では、冬の地球温暖化対策の一つとして、暖房時の室温
20℃設定で心地良く過ごすことのできるライフスタイル「WARM BIZ（ウォームビズ）」
と家庭でできるエコアクション「うちエコ!」を推進しています。
　今年は『いっしょに　あったまろう。〜ウォームシェア〜』をテーマに、過度な暖房使
用を控えることによるCO2削減の実践をより一層進めています。
　一人一人　体の芯（心）から温まる　アイデアみんなで　シェア（分け合い）しませんか!
○ひとつの部屋に集まって　温ったまろう　家族そろって団ラン♪ラン♪
○鍋などの　あったか料理を口にして、体の底から温ったまろう!

私の家のウォームシェア　アイデア→� しましょ♪

不
要
と
な
っ
た
テ
レ
ビ
・

エ
ア
コ
ン
な
ど
の
処
分
、

リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

＊
消
火
器
の
処
分
に
つ
い
て

対策その1（夜間、あるいは外出などで長時間水道を使わないときは、水抜栓で水を抜くこと）

エコな生
く ら し

活で地球に優しく
12月は大気汚染防止推進月間」「地球温暖化防止月間」です

「環境家計簿」をつけましょう

〈多賀城市内の指定工事事業者〉� 平成21年10月末現在

業者名 電話番号 業者名 電話番号

㈲加藤鉄工所 364−4551 ㈲川前工業所 309−9630

高橋工業㈱ 365−6171 ㈲加新住設 365−8623

㈱高静設備工業 368−1177 杉崎孝善（善ウォ−タ−サ−ビス）363−6235

㈱太陽工業 368−9898 三井住宅設備㈲ 367−5555

㈲長尾設備 368−8881 仙台プロパン㈱ 366−6111

㈱ウォ−タ−プランニング 363−8747 ㈲前畑工業 368−9712

佐藤褜男（吉野ウォ−タ−ジョブ）365−6444 発向興業㈱ 368−0531

㈱笹原工業 366−8502 多賀城市管工事業協同組合 349−8081

※�指定工事事業者数約140社のうち、市内の工事事業者の
み掲載しています。
※�休日（土曜・日曜日、祝日および年末年始）の漏水修繕など
は、市役所の警備員が受け付けし、多賀城市管工事業協同
組合へ修繕を依頼します。
※�丸山1丁目、下馬、笠神地域で、塩竈市より給水を受けて
いる世帯の漏水修繕などは、塩竈市水道部（☎364−
1412）へお問い合わせください（分からない場合は、「水
道使用水量等のお知らせ票」で確認してください）。
問／上水道部管理課お客様サ−ビス係　内線766〜770
　　上水道部直通　☎368−3111・☎368−3112

まずはここから始めよう!「地球へのおもいやり」
取　組　内　容 あなたの環境天気予報

この１カ月の行動は?

・電気などは、こまめに消しましょう。
・電化製品は主電源を切るか、プラグは抜きましょう。 ☀

毎日実施

☁
たまに実施

☂
ほとんど未実施

・�環境に優しい製品を購入しましょう。
　例：�省エネタイプの家電製品や環境に優しい車の購入、

エコマークなどがついている製品の購入など
☀ ☁ ☂

・�室温を20℃に設定し、寒い時は衣類で調節しましょ
う。（ウォームビズ） ☀ ☁ ☂

・アイドリングストップをしましょう。
・ふんわりアクセルなどのエコドライブをしましょう。 ☀ ☁ ☂
・公共交通機関を利用しましょう。
・近くに出かける時は、自転車か徒歩で行きましょう。 ☀ ☁ ☂

もやさないゴミ もやすゴミ ・ごみはきちんと分別をして出しましょう。
・資源となるものは資源回収に出しましょう。 ☀ ☁ ☂
・野外焼却（野焼き）は行わないようにしましょう。
　�まわりの人たちの迷惑になるし、大気汚染になるた

め法律で禁止されています。
☀ ☁ ☂

屋外操作型

屋内操作型
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子
育
て
の
ス
ト
レ
ス
解
消
や
、
親
子
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
と
し
て
、
ベ
ビ
ー
マ
ッ

サ
ー
ジ
は
い
か
が
で
す
か
。

　

今
回
は
、
11
月
18
日
に
、
西
部
児
童
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
た「
子
育
て
マ
マ
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ

イ
ム
」に
取
材
に
伺
い
ま
し
た
。

　

0
歳
か
ら
3
歳
ま
で
の
子
ど
も
を
連
れ
た
お
母

さ
ん
達
18
組
39
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

簡
単
な
親
子
体
操
で
体
を
ほ
ぐ
し
た
後
、
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
郷
右
近

歩
先
生
か
ら
、簡
単
な
説
明
を
受
け
、早
速
実
践
！

　

お
む
つ
一
枚
に
な
っ
て
、
バ
ス
タ
オ
ル
に
寝
か

さ
れ
た
子
ど
も
達
は
、
今
か
ら
何
が
始
ま
る
の
か

と
、
少
し
落
ち
着
き
ま
せ
ん
。

　

で
も
、
お
母
さ
ん
が
、
先
生
に
教
わ
り
な
が
ら

優
し
く
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
始
め
る
と
、
段
々
と
お
と

な
し
く
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
き
た
よ
う
で
す
。

　

快
眠
や
便
秘
解
消
な
ど
の
効
果
が
あ
る
マ
ッ

サ
ー
ジ
。
そ
れ
以
外
に
も
、
優
し
い
マ
マ
の
タ
ッ

チ
で
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
も
で
き
ま
す
。

　

最
後
に
、
先
生
か
ら
お
母
さ
ん
達
へ
、
グ
レ
ー

プ
フ
ル
ー
ツ
の
香
り
の
オ
イ
ル
マ
ッ
サ
ー
ジ
の

サ
ー
ビ
ス
も
あ
っ
て
、
文
字
ど
お
り
、
親
子
の
リ

ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
が
持
て
た
よ
う
で
す
。

■
お
う
ち
で
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
実
践
し
て
み
よ
う
！

　

参
加
で
き
な
か
っ
た
方
の
た
め
、
自
宅
で
簡
単

に
で
き
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
方
法
を
郷
右
近
先
生
に

教
わ
り
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

用
意
す
る
も
の
／
①
バ
ス
タ
オ
ル
②
マ
ッ
サ
ー
ジ

用
の
オ
イ
ル
適
量（
無
香
料
の
も
の
。
ホ
ホ
バ
オ

イ
ル
が
お
す
す
め
）

Ｈ
Ｏ
Ｗ　

Ｔ
Ｏ　

Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ｅ

①�

バ
ス
タ
オ
ル
に
子
ど
も
を
あ
お
む
け
に
寝
か
せ

ま
す
。

②�

オ
イ
ル
を
手
に
取
っ
て
よ
く
温
め
ま
す
。

③�

両
手
を
く
の
字
に
す
る
ハ
ー
ト
の
ポ
ジ
シ
ョ�

ン

で
、
手
を
胸
に
置
き
、
子
ど
も
と
呼
吸

を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

④�

足
を
な
で
お
ろ
し
ま
す
。

⑤�

ひ
ざ
を
揺
ら
し
ま
す
。
ひ
ざ
を
な
で
て
、
そ
け

い
リ
ン
パ
を
流
し
ま
す
。

⑥�

足
の
指
を
く
る
く
る
回
し
、
足
を
な
で
下
ろ
し

ま
す
。

⑦�

お
腹
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
ま
す
。

⑧�

う
つ
ぶ
せ
に
し
、
背
中
を
な
で
下
ろ
し
た
ら
、

手
の
ひ
ら
を
丸
く
し
て
、
ト
ン
ト
ン
ト
ン
。

⑨�

最
後
に
も
う
一
度
、
頭
～
肩
～
足
と
全
身
を
な

で
下
ろ
し
て
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

※
ポ
イ
ン
ト
は
、
子
ど
も
と
お
母
さ
ん
達
の
機
嫌

の
良
い
時
に
す
る
こ
と
。

　

優
し
く
な
で
る
の
で
は
な
く
、
適
度
に
手
の
圧

力
を
か
け
て
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
う
こ
と
で
す
。

　

暖
か
い
部
屋
で
、
静
か
に
音
楽
を
か
け
て
、
子

ど
も
に
優
し
く
話
し
か
け
な
が
ら
し
ま
し
ょ
う
。

　

お
す
す
め
タ
イ
ム
は
、
お
母
さ
ん
達
の
余
裕
が

あ
る
時
で
、
お
む
つ
替
え
の
時
、
お
風
呂
上
が
り

な
ど
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
試
し
く
だ
さ
い
！

責
任
編
集
／
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
広
報
広
聴
係

内
線
2
5
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	今月の展示
	 「アミダ・デ・コネクション」
	 　アミダをテーマにしたデジタルアート作品などを展示します。
	 期間／1日㈫～27日㈰
	 問／佐藤☎367-8341

	今月の展示図書
	 「クリスマス・お正月の本展」
	 期間／1日㈫～27日㈰
	 ＊展示した資料は、貸し出しできます。

	子どもおはなし会／市立図書館
	 　劇団「魚類の薔薇」による朗読会です。
	 　クリスマスのおはなしと音楽で楽しい時間を過ごしてみませんか？
	 日時／12日㈯　午後2時～3時
	 定員／40人　　費用／無料

	読み聞かせ会
	 　ボランティアの方が絵本や紙芝居を読んでくれます。
	 対象／幼児～小学生（幼児には保護者の付き添いをお願いします）
	 ○朗読サークル多賀城／市立図書館
	 　2日㈬・16日㈬　午後3時～3時30分
	 ○図書館ボランティア　蒲公英（たんぽぽ）／市立図書館
	 　11日㈮・25日㈮　午前11時～11時30分
	 ○プーさんのおはなしや／市立図書館
	 　5日㈯・19日㈯　午前11時～11時30分
	 ○カンガルー読書会
	 　5日㈯　午前10時30分～11時／大代地区公民館
	 　9日㈬　午前10時30分～11時30分／大代地区公民館別館
	 ○スキップ
	 　8日㈫　午前11時～11時30分／山王地区公民館

高崎・セジュールひかり駐車場

1日㈫・15日㈫

10：00～10：30

旭ケ岡・防衛省住宅前駐車場 10：50～11：30

城南小学校北側駐車場 13：30～14：00

城南小学校 14：30～15：45

高橋・発向興業駐車場

2日㈬・16日㈬

10：00～10：30

ヨークベニマル多賀城店 10：50～11：30

多賀城東小学校 14：30～15：45

新田公民館脇

3日㈭・17日㈭

10：00～10：30

新田・シティハイツ鎌田Ⅰ前 10：50～11：30

山王小学校 14：30～15：45

八幡・末の松山沖の井駐車場

8日㈫・22日㈫

10：00～10：30

多賀城ロジュマン管理センター前駐車場 10：50～11：30

アシスト多賀城 13：40～14：10

明月・ユートピアレジデンス多賀城Ⅱ前
9日㈬

10：00～10：30

桜木・県営住宅集会所前 10：50～11：30

天真小学校 今月の巡回はありません。

塩釜三中内駐車場
10日㈭・24日㈭

10：00～10：30

丸山住宅集会所南側駐車場 10：50～11：30

多賀城八幡小学校 11日㈮ 14：30～15：45

※雨などで中止になった場合、振り替え巡回は行いません。
※小学校の巡回日が学校行事や休校の場合は、お休みします。

　

12
月
に
入
る
と
ク
リ
ス
マ
ス
や
忘
年

会
な
ど
お
酒
を
飲
む
機
会
が
増
え
て
き

ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
は「
百
薬
の
長
」と

も
呼
ば
れ
、
適
量
な
ら
疲
労
回
復
に
も

効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
飲
み
方
に
よ
っ
て
は
健
康
を
害
す

る
こ
と
も
。そ
の
た
め
現
在
Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世

界
保
健
機
構
）で
は「
飲
ま
な
け
れ
ば
飲

ま
な
い
ほ
ど
よ
い
」と
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
お
酒
は
お
祝
い
事
や
楽
し

み
な
ど
で
か
か
せ
な
い
も
の
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
お
酒
の
飲
み
方

の
ポ
イ
ン
ト
を
知
っ
て
、
お
酒
と
上
手

に
つ
き
あ
い
ま
し
ょ
う
！

●
上
手
に
つ
き
あ
う
ポ
イ
ン
ト

（
マ
イ
ル
ー
ル
を
決
め
よ
う
！
）

①�

休
肝
日
は
週
2
日

②�

適
量
を
守
り
ま
し
ょ
う（
1
日
の
適

量
が
守
れ
な
い
場
合
は
1
週
間
に
換

算
し
て
調
整
し
ま
し
ょ
う
）

③�

お
つ
ま
み
に
気
を
つ
け
る

　

○�

チ
ー
ズ
、
豆
腐
な
ど
良
質
の
た
ん

ぱ
く
質
を
と
る

　

○�

野
菜
メ
ニ
ュ
ー
で
ビ
タ
ミ
ン
を
と

る

　

△�

揚
げ
物
、
ナ
ッ
ツ
類
の
と
り
過
ぎ

に
注
意
す
る

　

△�

珍
味
、
柿
の
種
な
ど
塩
分
の
多
い

も
の
に
注
意
す
る

新型インフルエンザ予防にも！風邪をひかない食事の工夫
～栄養バランスのとれた食事を心がけましょう～

　朝晩の冷え込みなど、1日の中でも気温の変化が激しいと体調を崩しがちです。風邪をひかないた
めには、3つの栄養素を取り入れた食事を心がけましょう。

◆たんぱく質 体を温めて、体力を維持するために必要な栄養素です。
（肉・魚・卵・豆腐・牛乳など）

◆ビタミンＡ 皮膚やのど、鼻の粘膜を正常に保つ働きがあり、病原菌の侵入を防ぎます。
（レバー・卵黄・うなぎ・人参・ほうれん草など）

◆ビタミンＣ 血管を丈夫にしたり皮膚を健康に保つ働きがあり、抵抗力を強めます。
（レモン・いちご・みかん・ブロッコリー・パセリ・芽キャベツなど）

風邪予防のレシピ「かじきのレモン和え」　～保育所給食から～
【材料（5人分）】
かじきまぐろ　200ｇ（しょうゆ　小さじ1、片栗粉　適量、揚げ油　適量）、玉ねぎ　35ｇ、
パセリ　1/2本、レモン汁　10㏄、しょうゆ　小さじ2、三温糖　5ｇ、ごま油　お好みで
【作り方】
①�かじきまぐろは、2cm程の角切りにし、しょうゆに15分程漬けておく。
②�玉ねぎは皮をむき、すりおろしておく。
③�パセリは茎から取ってみじん切りにする。
④�鍋に②としょうゆ、三温糖、ごま油を入れてひと煮立ちさせ、最後にレモン汁と③を加える。
⑤�①の汁気を切り、片栗粉をまぶし、170℃の油で揚げる。
⑥�⑤を④のタレにからめてできあがり。

� 問／こども福祉課保育係（内線183・184） 　

④
深
夜
ま
で
飲
ま
な
い

　

日
本
酒
一
合
を
飲
ん
だ
場
合
の
飲
酒

後
の
運
転
の
目
安
と
な
る「
視
能
回
復

時
間
」は
、
5
時
間
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
れ
以
上
飲
む
と
、
1
合
あ
た
り
3

時
間
ず
つ
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
遅
く

ま
で
飲
み
続
け
て
い
る
と
翌
朝
ま
で
に

運
転
で
き
る
状
況
に
ま
で
回
復
で
き
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

⑤
飲
み
過
ぎ
た
ら
、
体
調
の
回
復
を
み

て
多
め
に
歩
く
な
ど
カ
ロ
リ
ー
を
消
費

す
る（
メ
タ
ボ
予
防
で
す
）

問
／
健
康
課
成
人
保
健
係

内
線
1
3
3
、
1
3
4

ママの愛の手で赤ちゃんリラックス

市立図書館 12月の
予　 定 休館日毎週月曜日、23日㈬、28日㈪～1月4日㈪は年末年始の休みです。

上記のほか、分室は24日㈭も休館☎367-1730

さざんか号の予定移　動
図書館

お
酒
と
上
手
に

�

つ
き
あ
い
ま
し
ょ
う
！

麻しん風しん混合予防接種接種率（10月末現在）
10月末現在の接種率
� （暫定値）

麻しん排除に
必要とされる接種率

2期（小学校入学前） 53.2％
95.0％以上3期（中学校1年生に相当する年齢） 64.0％

4期（高校3年生に相当する年齢） 54.2％

問／健康課親子保健係　内線 135、136

みんなの力で麻しん（はしか）をゼロに！

接種率95％を目指して！

ビール ワイン

焼酎（25度）日本酒 ウィスキー

中ビン1本 500ml
（200kcal）

グラス 2杯 240ml
（175kcal）

1合 180ml
（196kcal）

ダブル 1杯 60ml
（142kcal）

1合 180ml
（263kcal）

1 日
これくらい
が適量
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■広報多賀城へのご感想やご意見をお寄せください。［地域コミュニティ課広報広聴係へ郵送（宛先は裏表紙）、ファクス・ホームページ（左ページ参照）］

市 政 情 報
■多賀城市役所　☎022-368-1141　ファクス022-368-8104　ホームページhttp://www.city.tagajo.miyagi.jp/

市 政 情 報

市内除融雪路線マップ

雪道の安全確保のために除雪・融雪作業を行います
①�12月から3月までの冬期間に実施します。
②�実施する路線は、皆さんの生活に重要な特に交通量の多い幹線道路やバス路線、急勾配、急カーブ
など危険が予想される路線とします。

③�除雪作業は、10㎝以上の積雪が見込まれる場合に午前7時には完了するように実施します。
④�融雪作業は、夜間など気温が下がり凍結または凍結の恐れがある場合に融雪剤を散布します。
　�ただし、皆さんの自宅周辺で市などで除融雪を行わない区間や歩道などの除融雪については、地域
の皆さんのご協力をお願いします。

　なお、カーブや坂道などには融雪缶（小分けした融雪剤が入っている缶）を設置しています。融雪缶
からの散布については、地域の皆さんのご協力をお願いします。ただし、自宅などに散布するために
融雪缶から融雪剤を持ち帰ることはご遠慮ください。

※�ボランティアで融雪に協力していただける方には、融雪剤（尿素顆粒20㎏・2袋まで）を無償で提
供しますので、道路公園課に連絡ください。

除雪・融雪の問い合わせ先

市　道
多賀城市建設部道路公園課	 ☎368-1141
	 （内線434・435）

県　道
または
国　道

宮城県仙台土木事務所
　　　　　　道路管理第一班	 ☎297-4315

国土交通省仙台東国道維持出張所	 ☎246-4151

月／日 ／ ／ ／ ／

／ ／ ／ ／ ／

／ ／ ／ ／ ／

／ ／ ／ ／ ／

／ ／ ／ ／ ／

雪だるま日記
今年の冬は、何回雪が降るのかなぁ～
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■多賀城市役所　☎022-368-1141　ファクス022-368-8104　ホームページhttp://www.city.tagajo.miyagi.jp/

まちかどニュース

■11月1日、洋画家の小崎隆雄氏より、ジャワの影絵を題材にした
「ジャワの影絵芝居」と「ワヤンクリット」という題名の絵画2点の寄贈
がありました。絵画は文化センターに飾られました。

■11月4日、暁流の家元暁
あかつきかしょう

華昇、三代目家元暁
あかつきみょうか

妙華さんらが来庁し、10
月18日に市文化センターで開催したチャリティー舞踊公演で得た募金の
一部を社会福祉の向上に役立ててほしいと、市に寄付されました。

■11月2日、JR多賀城駅前で市職員・七ケ浜町職員などが、児童虐待防
止推進月間の啓発活動として、ポケットティッシュを配りました。同様の
啓発活動は市内スーパー4店舗でも行われました。

■11月11日、多賀城市役所で奈良市長と、平成22年に予定している友
好都市締結について、話し合いました。

■11月16日、柏幼稚園の園児4人が来庁し、市長へ来年のえとであるか
わいいトラの切り絵の手作りカレンダーをプレゼントしました。

　
「
会
議
」と
言
う
と
、
皆
さ
ん
ど
ん
な
イ

メ
ー
ジ
を
も
つ
で
し
ょ
う
？

　

10
月
24
日
、
よ
り
楽
し
い
、
活
発
な
会
議

を
目
指
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
市
民
活
動

団
体
の
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座「
準
備

で
決
ま
る
！
楽
し
い
会
議
の
作
り
方
」が
市

民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
は
日
ご
ろ
の
会
議
で
上
手
く

い
か
な
い
原
因
を
考
え
、
グ
ル
ー
プ
に
な
っ

て
、
良
く
な
る
工
夫
を
話
し
合
い
、
発
表
し

ま
し
た
。

　

楽
し
い
会
議
に
す
る
た
め
に
は
、
参
加
者

に
対
し
て
会
議
を
す
る
目
的
を
明
確
に
伝
え

る
こ
と
や
話
し
や
す
い
環
境
を
作
り
だ
す
こ

と
な
ど
、
事
前
に
準
備
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま
し
た
。

　

11
月
8
日
、
J
R
陸
前
山
王
駅
前
の
山

王
遺
跡
内
公
園
で
、「
山
王
区
民
秋
ま
つ
り
・

山
王
万
葉
餅
つ
き
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
暖
か
な
日
差
し
の
下
、
昔
な
が
ら
の
臼

や
き
ね
で
の
餅
つ
き
、
地
元
産
の
新
鮮
野
菜

な
ど
の
直
売
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ
り

ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
古
代
人
や
万
葉
人
に
ふ
ん
装

し
た
方
に
加
え
、
戦
国
時
代
の
武
将
に
な
れ

る
、手
作
り
甲
冑
の
無
料
着
付
け
コ
ー
ナ
ー
も
。

　

参
加
者
は
、
今
は
も
う
珍
し
く
な
っ
た
千

歯
こ
き
な
ど
の
米
作
り
の
一
コ
マ
や
、
餅
つ

き
の
光
景
に
く
ぎ
付
け
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

3
3
0
個
用
意
し
た
振
る
舞
い
餅
と
、

つ
き
た
て
の
き
な
こ
餅
は
、
あ
っ
と
い
う
間

に
な
く
な
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　

11
月
8
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で

第
29
回
市
民
音
楽
祭
が
開
催
さ
れ
、
5
7
6

人
の
市
民
が
会
場
に
足
を
運
び
ま
し
た
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
で
、
小
・

中
学
校
な
ど
の
7
団
体
は
出
演
を
自
粛
し
ま

し
た
が
、
出
演
さ
れ
た
15
団
体
は
、
日
ご
ろ

の
合
唱
や
演
奏
の
成
果
と
し
て
ホ
ー
ル
い
っ

ぱ
い
に
響
き
渡
る
音
色
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

音
楽
祭
も
回
を
重
ね
、
高
い
音
楽
性
に
プ

ラ
ス
し
て
振
り
付
け
を
加
え
た
合
唱
が
あ
っ

た
り
花
吹
雪
を
散
ら
し
た
り
と
、
会
場
内
を

盛
り
上
げ
る
演
出
も
数
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

音
楽
を
愛
す
る
人
、
そ
れ
を
支
え
る
国
内

屈
指
の
施
設
。
音
楽
を
自
由
に
楽
し
め
る
雅

な
都
、
詩
都
多
賀
城
。
大
ホ
ー
ル
を
拠
点
に

響
け
国
内
外
へ
。

　

11
月
11
日
、
鶴
ケ
谷
児
童
館
で
親
子
交
通

安
全
教
室
が
行
わ
れ
、
31
組
の
親
子
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
を
テ
ー
マ
と
し
た
人
形
劇
に
食

い
入
る
よ
う
に
見
つ
め
る
子
ど
も
た
ち
。
模

擬
道
路
を
使
っ
た
横
断
歩
道
を
渡
る
練
習
で

は
、
緊
張
し
な
が
ら
ち
っ
ち
ゃ
な
手
を
い
っ

ぱ
い
に
あ
げ
て
、
左
右
の
安
全
を
確
認
し
な

が
ら
渡
る
親
子
。
み
ん
な
真
剣
で
し
た
。

　
「
道
路
に
出
る
時
、
止
ま
れ
!
」な
ど
の

三
つ
の
お
約
束
を
交
通
指
導
隊
の
方
に
教
え

て
も
ら
っ
た
後
、
塩
釜
警
察
署
の
協
力
で
、

パ
ト
カ
ー
に
試
乗
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
楽
し

み
に
し
て
い
た
だ
け
に
、
長
い
列
を
作
り
、

写
真
を
撮
る
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の
前
で

こ
の
日
一
番
の
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
あ
る
お
母
さ
ん
は
、「
初
め
て
参
加
し
ま

し
た
が
、
子
ど
も
と
一
緒
に
学
べ
て
良
か
っ
た
。

子
ど
も
の
方
が
良
く
交
通
ル
ー
ル
を
理
解
し

た
か
も
。」と
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

（
こ
の
記
事
は
、
職
場
体
験
学
習
で
多
賀
城

市
立
第
二
中
学
校
2
年
の
千
葉
翔
太
郎
君
、

菅
原
葉
朱
紀
さ
ん
が
作
成
し
ま
し
た
）

　

11
月
15
日
、
独
立
行
政
法
人
雇
用
・
開
発

能
力
機
構
を
会
場
に「
た
が
じ
ょ
う
市
民
市
」

が
開
催
さ
れ
、
約
3
万
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。
今
年
は
会
場
も
変
わ
り
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
。

　

地
元
の
食
材
を
活
か
し
た「
や
か
も
ち
鍋
」

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
今
回
初
出
店
し
た
Ｔ

Ａ
Ｐ
多
賀
城
で
考
案
さ
れ
た
地
元
産
の
ト
マ

ト
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ

「
タ
ケ
ヒ
ロ
ー
ネ
」が
人
気
で
し
た
。

　

ま
た
、
栗
原
市
栗
駒
耕
英
地
区
物
産
コ
ー

ナ
ー
な
ど
市
内
外
か
ら
も
数
多
く
出
店
。
多

賀
城
に
い
な
が
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
観
光
地
を

訪
れ
た
よ
う
な
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

掲載した写真は、ご本人のみ差し上げます。
ご希望の方はご連絡ください。

地域コミュニティ課広報広聴係　内線254、255

準
備
＋
工
夫
＝
楽
し
い
会
議

月
の
う
さ
ぎ
と
餅
く
ら
べ

響
け
み
ん
な
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

右
見
て
、左
見
て
、手
を
あ
げ
て

食
と
文
化
の
交
差
点
in
多
賀
城
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情報・交差点

17

友好都市の「旬」の話題をお届けします

絵
手
紙　

す
ず
ら
ん
の
会
体
験
会

日
時
金
曜
日
コ
ー
ス
12
月
4
・
11

日
、
土
曜
日
コ
ー
ス
12
月
5
・
19
日

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
正
午
会
場
山

王
地
区
公
民
館
費
用
1
、0
0
0
円

（
2
回
セ
ッ
ト
）＊
一
度
体
験
さ
れ

た
方
は
、
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。
問
浅

野
☎
3
6
3
・
4
8
8
7
（
午
前
8

時
30
分
～
正
午
、
午
後
6
時
～
8

時
）忘年

囲
碁
大
会

日
時
12
月
6
日
㈰
午
前
10
時
か
ら
会

場
多
賀
城
囲
碁
セ
ン
タ
ー
問
日
本
棋

院
多
賀
城
支
部
☎
3
6
8
・
7
9
2	

5

http://gon-jp.ath.cx/tigo/

ハ
ニ
ー
キ
ッ
チ
ン

日
時
12
月
15
日
㈫
午
前
10
時
～
正
午

会
場
文
化
セ
ン
タ
ー
内
容
今
年
最
後

の
大
イ
ベ
ン
ト
！
ク
リ
ス
マ
ス
ハ

ニ
ー
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
費
用
5
0
0

円
問
千
葉
☎
0
9
0
・
7
3
2
3
・

2
9
1
9

食
改
の
男
の
料
理
教
室

日
時
12
月
16
日
㈬
午
前
10
時
～
午
後

1
時
会
場
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
内
容

野
菜
料
理
対
象
男
性
20
人（
先
着

順
）費
用
5
0
0
円
申
込
12
月
8
日

㈫
ま
で
問
多
賀
城
市
食
生
活
改
善
推

進
員
協
議
会　

板
橋
☎
3
6
2
・

9
2
3
5
（
午
後
5
時
～
7
時
）

多
賀
城
市
国
際
交
流
協
会「
国

際
理
解
講
座
」2
0
0
9

日
時
12
月
13
日
㈰
午
後
1
時
30
分
～

3
時
30
分
会
場
文
化
セ
ン
タ
ー
内
容

ト
ル
コ
共
和
国
に
つ
い
て
学
ぼ
う
講

師
ソ
イ
ダ
ン
セ
ラ
メ
ッ
ト
氏
費
用
無

料
問
佐
藤
☎
3
6
4
・
1
4
7
8

多
賀
城
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
第
1
0
6
回

定
期
演
奏
会「
弦
楽
四
重
奏
演
奏
会
」

日
時
12
月
13
日
㈰
午
後
6
時
45
分
開

演
会
場
文
化
セ
ン
タ
ー
内
容
ベ
ー

ト
ー
ベ
ン
弦
楽
四
重
奏
曲
第
15
番
ほ

か
入
場
料
前
売
り
一
般
1
、5
0
0

円
、
高
校
生
1
、0
0
0
円
、
小
中

学
生
8
0
0
円
問
斎
藤
☎
3
6
4
・

5
7
5
0

多
賀
城「
支
え
合
い
の
会
」

日
時
12
月
23
日
㈬
午
前
11
時
30
分
～

午
後
1
時
30
分
会
場
リ
フ
レ
ー
ヌ

（
中
央
2
丁
目
14
―
11
）内
容
楽
し

く
年
忘
れ
費
用
1
、0
0
0
円
申
込

12
月
20
日
㈰
ま
で
問
向
坂
☎

3
6
7
・
4
0
7
1

映
画「
ゆ
ず
り
葉
」上
映
会

日
時
平
成
22
年
1
月
24
日
㈰
午
前
10

時
～
正
午
・
午
後
2
時
～
4
時
会
場

塩
竈
市
遊
ホ
ー
ル
入
場
料
前
売
り
大

人
1
、2
0
0
円
、
高
校
生
以
下

8
0
0
円
・
当
日
大
人
1
、5
0
0

円
、
高
校
生
以
下
1
、0
0
0
円
問

㈳
宮
城
県
ろ
う
あ
協
会
☎
2
9
3
・

5
5
3
1

幼
児
水
泳
教
室「
ラ
ッ
コ
ク
ラ
ブ
」

（
多
賀
城
水
泳
協
会
）

活
動
毎
週
火
曜
日
午
後
2
時
30
分
～

3
時
30
分
市
民
プ
ー
ル
で
対
象
3
歳

児
～
未
就
学
児
費
用
月
2
、0
0
0

円（
無
料
体
験
あ
り
）
問
吉
田
☎

0
9
0
・
5
8
3
4
・
1
5
3
9

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
＆
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ

プ
同
好
会

活
動
毎
週
木
曜
日
午
前
10
時
30
分
～

11
時
30
分
総
合
体
育
館
で
対
象
一
般

（
初
心
者
）費
用
月
2
、0
0
0
円
問

鈴
木
☎
0
9
0
・
8
9
2
1
・
7
1	

5
7新

婦
人
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
小
組

活
動
毎
月
1
回
木
曜
日
午
前
10
時
か

ら
高
橋
地
区
生
活
セ
ン
タ
ー
で
内
容

エ
コ
ク
ラ
フ
ト
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

バ
ッ
ク
・
小
物
作
り
対
象
一
般
費
用

月
1
、0
0
0
円
＋
材
料
費
問
龍
淵

☎
3
6
8
・
3
6
8
8

新
山
水
会

活
動
第
2
・
第
4
木
曜
日
午
前
9
時

～
正
午
主
に
文
化
セ
ン
タ
ー
で
内
容

絵
画
制
作
対
象
絵
に
興
味
の
あ
る
方

は
ど
な
た
で
も
費
用
月
1
、5
0
0

円
問
月
館
☎
3
5
7
・
5
7
5
2（
午

前
9
時
ま
で
、
午
後
6
時
以
降
）

健
康
体
操
フ
レ
ッ
シ
ュ
バ
ラ
ン
ス

活
動
毎
週
月
曜
日
午
前
10
時
～
11
時

30
分
浮
島
会
館
で
費
用
月
1
、

5
0
0
円
問
い
な
づ
ま
☎
3
6
5
・

6
1
4
1

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

サ
ー
ク
ル

活
動
毎
週
水
曜
日
午
前
10
時
30
分
～

午
後
4
時
30
分
文
化
セ
ン
タ
ー
で
対

象
お
花
が
好
き
な
方
、
年
齢
不
問
、

初
心
者
大
歓
迎
、
資
格
取
得
あ
り
費

用
1
回
3
、3
0
0
円
問
内
海
☎

0
9
0
・
5
2
3
6
・
3
5
7
3

　天童市の冬の一大イ
ベントである「第15回
天童冬の陣　平成鍋合
戦」が下記のとおり開
催されます。山形県内
だけでなく、全国、世
界の鍋が一堂に会しま
す。ぜひお越しくださ
い。

❖期日／12月13日㈰
❖場所／山形県総合運動公園メインスタジアム前
❖タイムスケジュール（予定）
　午前10時30分	 開場
　午前11時	 鍋販売開始
　午前11時20分	 アトラクション
　午後1時30分	 大抽選会
　午後2時20分	 審査結果発表・表彰式
　午後2時30分	 アトラクション
　午後3時	 閉会
問／天童商工会議所☎023-654-3511
詳しくは、ホームページをご覧ください。
http://www.tendoci.com/nabe/

　平成21年度「8020よい歯
のコンクール」で、財団法人
8020推進財団理事長賞を受
賞した、佐藤利光さん（明月
一丁目）。82歳にして32本
の歯を保っています。生まれ
た時から虫歯なし！毎食後の歯磨きを欠かさず、ブ
ラッシングを丁寧にすることがきれいな歯の秘訣。
　歯だけでなく、健康も二重丸の佐藤さん。「一日
に酒は2合、たばこは7本と決めています。朝の散
歩も欠かしません。」とのこと。折り目正しい性格を
感じさせる、すてきな笑顔の佐藤さんでした。

■老人福祉センター奉仕活動
　  3日㈭午後1時から　桃也会
　10日㈭午後1時から　さざんかカラオケ
　17日㈭午後1時から　暁流
　21日㈪午前9時30分から　美容奉仕
　会場・問／老人福祉センター　☎365-2851
■シルバー人材センター入会説明会
　日時／9日㈬・24日㈭午後2時から
　会場・問／シルバー人材センター　☎368-2350

ご
厚
意
に
感
謝

［
市
へ
］

交
通
安
全
・
防
災
対
策
費
寄
付
金

◦
健
康
倶
楽
部
多
賀
城（
高
崎
3
丁
目
）

社
会
福
祉
事
業
費
寄
付
金

◦
暁
流（
笠
神
1
丁
目
）

救
出
用
ボ
ー
ト
1
隻

◦
㈲
豊
島
商
店（
塩
竈
市
）

［
社
会
福
祉
協
議
会
へ
］ 

◦
名
村
重
男
さ
ん（
下
馬
4
丁
目
）

◦
匿
名
希
望
1
件

　

仙
台
藩
五
代
藩
主
、
伊だ
て
よ
し
む
ら

達
吉
村
は
、
延え
ん
ぽ
う宝

八（
一
六
八
〇
）年
、
黒
川
郡
宮み
や
と
こ床
館
主
伊
達

肥ひ
ぜ
ん前
宗む
ね
ふ
さ房
の
長
子
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

四
代
藩
主
綱つ
な
む
ら村
の
長
男
が
早
世
し
た
た
め
、

元げ
ん
ろ
く禄
八（
一
六
九
五
）年
養
子
と
な
り
、
翌
年

江
戸
城
で
元げ
ん
ぷ
く服
。
そ
の
際
、
将
軍
綱つ
な
よ
し吉
の
一

字
を
与
え
ら
れ
、
そ
れ
ま
で
の
村む
ら
ふ
さ房
を
、
吉

村
と
改
め
ま
す
。
そ
し
て
元
禄
十
六（
一
七

〇
三
）年
、
仙
台
藩
に
と
っ
て
初
め
て
、
直

系
で
は
な
く
一
門
出
身
の
藩
主
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
頃
、
仙
台
藩
の
財
政
は
苦
し
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
伊
達
家
の
財
政
は

政
宗
の
時
代
か
ら
困
窮
し
て
い
た
と
言
わ

れ
、
秀
吉
の
朝
鮮
半
島
出
兵
時
に
お
け
る
軍

事
費
や
、
仙
台
城
な
ど
の
造
営
に
か
か
る
土

木
工
事
費
な
ど
が
そ
の
大
き
な
要
因
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
吉
村
は
財
政
再
建
の
た
め
、
藩
政

全
般
に
わ
た
る
改
革
に
と
り
か
か
り
ま
し
た

が
、
立
て
直
し
は
容
易
で
は
な
く
、
し
ば
し

ば
藩
内
に
お
い
て
も
対
立
を
招
き
ま
し
た
。

　

紆う
よ
き
ょ
く
せ
つ

余
曲
折
の
後
、
吉
村
は
幕
府
に
鋳
ち
ゅ
う
せ
ん銭
事

業
を
願
い
出
ま
す
。
こ
れ
は
前
藩
主
綱
村
の

時
に
も
申
し
入
れ
、
取
り
下
げ
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
仙
台
領
内
産
の
銅
で
鋳
造
す
る
こ

と
を
条
件
に
許
可
を
得
て
、
享
き
ょ
う
ほ
う保
十
三（
一

七
二
八
）年
、
石
巻
で
寛か
ん
え
い
つ
う
ほ
う

永
通
宝
の
鋳
造
が

始
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
藩
財
政
の
立
て

直
し
に
最
も
貢
献
し
た
の
が
、
買か
い
ま
い
し
ほ
う

米
仕
法
で

す
。
こ
れ
は
、
農
民
や
藩
士
の
余
剰
米
を
、

藩
が
前
も
っ
て
独
占
的
に
買
い
上
げ
江
戸
で

売
り
さ
ば
き
、
利
潤
を
得
る
と
い
う
も
の
で

す
。
仙
台
藩
は
、
も
と
も
と
米
を
最
重
要
商

品
と
し
て
い
た
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
に
よ
り

江
戸
へ
送
る
米
は
一
気
に
増
加
し
ま
し
た
。

し
か
も
享
保
十
七（
一
七
三
三
）年
、
西
日
本

で
起
き
た
飢き
き
ん饉
等
に
よ
り
江
戸
の
米
価
が

高こ
う
と
う騰
し
た
た
め
、
約
五
十
万
両
と
い
う
莫ば
く
だ
い大

な
利
益
を
上
げ
、
よ
う
や
く
財
政
難
を
克
服

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
吉
村
は
歌
人
と
し
て
も
名
高
く
、

享
保
年
間（
一
七
一
六
～
一
七
三
五
）に
末
の

松
山
を
訪
れ「
秋
も
は
や　

す
ゑ
の
松
山  

こ
す
波
の　

な
み
に
お
も
は
ぬ　

紅も
み
じ
は

葉
々

の
い
ろ
」と
い
う
歌
を
残
し
て
い
ま
す
。
書

や
絵
画
に
も
秀ひ
い

で
、
さ
ら
に
は
子
弟
教
育
の

た
め
学
問
所
を
開
設
す
る
な
ど
、
学
芸
の
奨

励
に
も
努
め
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
広
く
藩

政
全
体
に
わ
た
り
安
定
と
繁
栄
を
も
た
ら
し

た
こ
と
か
ら
、
後
世「
御ご
ち
ゅ
う
こ
う

中
興
の
英え
い
し
ゅ主
」と
称

さ
れ
ま
し
た
。

　

歴
代
藩
主
中
最
も
長
い
四
〇
年
の
治
世
の

後
、
江
戸
大
崎
屋
敷（
品
川
区
五ご
た
ん
だ

反
田
）で
宝ほ
う

暦れ
き

元（
一
七
五
一
）年
、
七
二
歳
の
生
涯
を
終

え
ま
し
た
。そ
の
亡な
き
が
ら骸
は
、綱
村
が
建
立
し
た

仙
台
市
根ね
ぎ
し岸
の
大だ
い
ね
ん
じ

年
寺
に
葬
ら
れ
て
い
ま
す
。

検
察
審
査
会
と
は
？

　

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
有
す
る

一
般
国
民
か
ら
選
ば
れ
た
11
人
の
検
察

審
査
員
が
、
検
察
官
が
被
疑
者
を
裁
判

に
か
け
な
か
っ
た
こ
と（「
不
起
訴
処

分
」）の
善
し
あ
し
を
審
査
す
る
の
を
主

な
仕
事
と
し
て
い
ま
す
。

　

事
故
や
事
件
に
遭
わ
れ
た
方
や
、
そ

の
遺
族
の
方
な
ど
で
、検
察
官
か
ら「
事

件
は
不
起
訴
処
分
で
し
た
」と
い
う
連

絡
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
処
分
に
納
得

が
い
か
な
い
時
は
、
検
察
審
査
会
に
審

査
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

審
査
の
申
し
立
て
に
は
、
費
用
は
か

か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
申
立
人
の
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。
相
談
は
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
／
仙
台
検
察
審
査
会
事
務
局

☎
2
2
2
・
4
7
5
0

http://w
w
w.courts.go.jp/kensin

必
ず
チ
ェ
ッ
ク　

最
低
賃
金
！

●原稿は掲載希望の前月5日まで地域コミュニティ課広報
広聴係（FAX 368-8104）へ。記事の量が多い月は翌月以降
に繰り越す場合があります。
●市民による市内での活動を優先して掲載しますので、そ
れ以外の情報は掲載できない場合があります。営利事業な
どは掲載いたしません。また、市のホームページにも転載
されます。

お
知
ら
せ

会
員
募
集

❖第15回天童冬の陣
平成鍋合戦

悠々 世代
友好都市だより　山形県天童市

古
今
往
来

　
　
　

た
が
じ
ょ
う
人
物
伝
⑫

�

伊
達
吉
村

▲大年寺惣門

宮城県（産業別）最低賃金が改正されました。
地域別最低賃金 時間額 効力発生日
宮城県最低賃金 662円 平成21年10月24日

宮城県産業別最低賃金 時間額 効力発生日
鉄　　鋼　　業 771円 平成21年12月15日

電子部品・デバイス・
電子回路、電気機械器
具、情報通信機械器具
製造業

738円 平成21年12月15日

自動車小売業 740円 平成21年12月16日

　平成21年度の宮城県最低賃金は、それぞれ上記の
金額に引き上げとなりました。詳しいことは、宮城労
働局労働基準部賃金室（☎299-8841）または、最寄
りの労働基準監督署へお問い合わせください。

※仲間広がる輪は今月号はお休みします



2009年❖平成21年
広報多賀城12月号

2009年❖平成21年
広報多賀城12月号 18

■中央公民館、市民会館、埋蔵文化財調査センターは、文化センターの施設内にあります。

くらしのいろいろ情報

2009年❖平成21年
広報多賀城12月号

2009年❖平成21年
広報多賀城12月号19

■多賀城市役所　☎022-368-1141　ファクス022-368-8104　ホームページhttp://www.city.tagajo.miyagi.jp/

くらしのいろいろ情報

多賀城市公式ホームページ

ｅ-たが情報
http://www.city.tagajo.miyagi.jp/

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ま
へ

　

平
成
21
年
工
業
統
計
調
査
を
12
月
31

日
現
在
で
行
い
ま
す
。

　

調
査
は
、
本
年
12
月
か
ら
来
年
1
月

に
か
け
て
調
査
員
が
事
業
所
に
お
伺
い

し
て
調
査
票
の
記
入
を
依
頼
し
ま
す
。

　

調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内

容
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守

さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
／
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
市
民
活
動

推
進
係

内
線
2
5
3

日
赤
社
資
募
集
の
ご
協
力

に
感
謝

　

今
年
の
5
月
か
ら
実
施
し
た
日
本
赤

十
字
社
員
増
強
運
動
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

一
般
社
資
は
各
行
政
区
を
通
じ
て
、

法
人
社
資
は
事
務
局
が
直
接
訪
問
し
て

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
社
資
は
災
害
救
護
、
血
液
事

業
、
救
急
医
療
な
ど
の
赤
十
字
事
業
資

金
と
し
て
大
切
に
使
わ
れ
ま
す
。

●
一
般
社
資

協
力
者
数
1
万
5
、
4
5
7
人

協
力
金
額
8
3
0
万
9
、
5
3
0
円

●
法
人
社
資

協
力
法
人
数
72
社

協
力
金
額
7
1
万
4
、0
0
0
円

問
／
社
会
福
祉
課
総
務
企
画
係

内
線
1
6
2
、1
6
3

太
陽
の
家
園
児

　

太
陽
の
家
は
、
満
3
歳
か
ら
小
学
校

入
学
前
ま
で
の
障
害
が
あ
る
児
童
と
健

常
児
と
の
交
流
を
通
し
て
互
い
の
発
達

を
促
す
な
ど
、
多
様
な
関
わ
り
の
中
か

ら
子
供
の
可
能
性
を
引
き
出
す
統
合
保

育
を
実
施
し
て
い
る
通
園
施
設
で
す
。

■
平
成
22
年
4
月
か
ら
通
園
で
き
る
児

童
を
募
集
し
ま
す
。

利
用
料
／
障
害
の
あ
る
児
童
は
無
料
。

健
常
児
は
月
額
5
、
0
0
0
円
。
そ

の
ほ
か
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
給
食

代
の
負
担
あ
り
。

申
込
・
問
／
12
月
11
日
㈮
ま
で
印
鑑
を

持
参
し
て
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

（
内
線
1
6
7
）へ

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

高
校
生
以
上
で
、
赤
ち
ゃ
ん
の
世
話

が
好
き
な
方
、
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
び

た
い
方
、
折
り
紙
や
工
作
、
裁
縫
が
得

意
な
方
な
ど
、
特
技
を
生
か
し
て
、
子

育
て
を
応
援
し
ま
せ
ん
か
。

申
込
・
問
／
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
へ
直
接
ま
た
は
電
話
で

☎
3
8
9
・
2
1
8
0

消
防
団
員

　

普
段
、
団
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を

持
ち
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま
す
が
、
ひ

と
た
び
地
域
で
災
害
な
ど
が
発
生
す
る

と
、
消
防
団
員
と
し
て
支
援
活
動
に
従

事
し
ま
す
。

条
件
／
市
内
に
居
住
す
る
18
歳
以
上

で
、
心
身
と
も
に
健
康
な
方

身
分
／
本
市
の
非
常
勤
特
別
職

待
遇
／
年
額
報
酬
・
出
動
報
酬
・
退
職

報
償
金
・
公
務
災
害
補
償
・
被
服
な
ど

を
貸
与

申
込
・
問
／
交
通
防
災
課
消
防
防
災
係

内
線
2
7
1
、2
7
4

交
通
安
全
指
導
隊
員

　

子
ど
も
や
お
年
寄
り
を
は
じ
め
、
市

民
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
、
交
通

規
則
や
交
通
マ
ナ
ー
啓
発
を
す
る
た
め

の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

条
件
／
市
内
に
居
住
す
る
満
20
歳
以

上
、
満
65
歳
未
満
の
心
身
と
も
に
健
康

な
方

身
分
／
本
市
の
非
常
勤
特
別
職

待
遇
／
年
額
報
酬
・
出
動
報
酬
・
公
務

災
害
補
償
・
被
服
な
ど
を
貸
与

申
込
・
問
／
交
通
防
災
課
交
通
防
犯
係

内
線
2
7
2

木
造
住
宅
耐
震
診
断
等
支

援
事
業（
一
般
診
断
）利
用

者（
追
加
）

　

市
内
に
あ
る
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

を
希
望
す
る
場
合
に
耐
震
診
断
士
を
派

遣
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
住
宅
／
①
昭
和
56
年
5
月

31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
戸
建
て
住
宅

②
在
来
軸
組
構
法
ま
た
は
枠
組
壁
工
法

に
よ
る
木
造
平
屋
か
ら
3
階
建
て
ま
で

の
住
宅

③
過
去
に
多
賀
城
市
木
造
住
宅
耐
震
改

修
計
画
等
支
援
事
業
お
よ
び
木
造
住
宅

耐
震
診
断
等
支
援
事
業
を
利
用
し
て
い

な
い
こ
と

費
用
の
負
担
／
8
、0
0
0
円
か
ら（
建

物
の
床
面
積
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

募
集
期
間
／
12
月
1
日
㈫
か
ら
予
定
数

に
達
す
る
ま
で
随
時
受
け
付
け
し
ま

す
。（
土
曜
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

募
集
件
数
／
23
件（
申
し
込
み
順
に
決

定
し
ま
す
）

申
込
・
問
／
都
市
計
画
課
都
市
計
画
係

内
線
4
2
5

木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事

費
補
助
金
利
用
者（
追
加
）

　

市
内
の
木
造
住
宅
で
耐
震
改
修
工
事

等
を
実
施
す
る
場
合
に
工
事
費
用
の
一

�
年末年始Q&A

�
　「年末のごみの収集はいつまで
ですか？」「歯が痛むのですが、か
かりつけの歯科医は休診です。ど
こで診てもらえますか？」など、
年末年始に役立つ情報を質問形式
にしてまとめました。
　「ちょっと困った」「これってど
うなの？」というときには、トピッ
クスでお確かめください。
�

お気に入りの風景は？
�
　「たがじょう・わたしの散歩道」
では、みなさんからご応募いただ
いた市内の風景画像を毎月紹介し
ています。季節の花木や隠れた散
歩スポットなどを掲載しています
ので、あなたもお気に入りの1枚
をお寄せください。
　トップページ右下のバナーをク
リック！

部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
住
宅
／
本
市
が
行
っ
て
い

る
多
賀
城
市
木
造
住
宅
耐
震
診
断
等
支

援
事
業
お
よ
び
多
賀
城
市
耐
震
改
修
計

画
等
支
援
事
業
に
よ
る
耐
震
精
密
診
断

の
総
合
評
点
が
1
・
0
未
満
の
住
宅
で
、

耐
震
改
修
工
事
施
行
後
の
総
合
評
点
が

1
・
0
以
上
と
な
る
住
宅
。
ま
た
は
、

総
合
評
点
が
0
・
7
未
満
の
住
宅
で
宮

城
版
住
宅
に
建
替
え
す
る
住
宅
。

補
助
金
額
／
30
万
円
以
内（
補
助
対
象

工
事
費
限
度
額
90
万
円
の
3
分
の
1
以

内
）

募
集
件
数
／
3
件（
申
し
込
み
順
に
決

定
し
ま
す
）

申
込
／
12
月
1
日
㈫
か
ら
、
予
定
数
に

達
す
る
ま
で
随
時
受
け
付
け
し
ま
す
。

（
土
曜
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）な
お
、

申
し
込
み
は
、
次
の
必
要
書
類
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

①
市
事
業
に
よ
る
耐
震
診
断
結
果
報
告

書
の
写
し
②
耐
震
改
修
計
画
書
の
写
し

③
耐
震
改
修
設
計
図
書
の
写
し
④
耐
震

改
修
工
事
に
係
る
見
積
書
⑤
市
町
村
民

税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
を
証
す
る

書
類（
同
居
家
族
全
員
分
）

申
込
・
問
／
都
市
計
画
課
都
市
計
画
係

内
線
4
2
5

生
垣
づ
く
り
・
花
の
ま
ち

づ
く
り
事
業
補
助
金

　

公
道
に
面
し
た
敷
地
に
、
生
垣
を
延

べ
5
メ
ー
ト
ル
以
上
設
置
す
る
場
合
、

設
置
費
用
の
2
分
の
1
以
内
で
、
最
高

限
度
額
個
人
10
万
円
、
法
人
20
万
円
ま

で
助
成
し
ま
す
。（
生
垣
設
置
の
た
め

に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
撤
去
費
用
も
助

成
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

　

こ
の
助
成
は
、
予
算
の
範
囲
内
で
行

い
ま
す
の
で
、計
画
さ
れ
て
い
る
方
は
、

お
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
／
都
市
計
画
課
都
市
計
画
係

内
線
4
2
4
～
4
2
6

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
予
防
接
種

　

成
人
の
予
防
接
種
回
数
が（
妊
婦
お

よ
び
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
も
含
め
）1

回
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
予
防
接
種
は
、
優
先
順
位
に
従

い
順
次
接
種
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ワ
ク

チ
ン
が
小
分
け
に
配
布
さ
れ
一
度
に
多

数
の
予
約
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
主
治
医
や
医
療
機
関
と
十
分
に
御

相
談
願
い
ま
す
。

●
助
成
に
つ
い
て

問
／
健
康
課
成
人
保
健
係

内
線
1
3
1

●
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

問
／
宮
城
県
疾
病
・
感
染
症
対
策
室

☎
2
1
1
・
2
6
7
5

平
成
 22
年
版
み
や
ぎ
手
帳

販
売

価
格
／
5
0
0
円

販
売
期
間
／
12
月
1
日
㈫
～
22
日
㈫

（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前

9
時
～
午
後
5
時
）

販
売
予
定
冊
数
／
4
0
0
冊（
予
約
受

付
な
し
。
無
く
な
り
次
第
終
了
）

販
売
場
所
・
問
／
市
役
所
2
階
・
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
市
民
活
動
推
進
係

内
線
2
5
3

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

　

多
賀
城
史
遊
館
で
は
、
体
験
イ
ベ
ン

ト
で
使
用
す
る
農
具（
千
歯
こ
き
、
籾

す
り
用
き
ね
と
臼
、餅
つ
き
用
の
き
ね
、

箕
、
ム
シ
ロ
）を
探
し
て
い
ま
す
。
提

供
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
／
多
賀
城
史
遊
館

☎
3
6
8
・
3
1
2
7

便
利
で
簡
単
な
自
動
交
付

機
の
利
用
を

●
便
利
な
点
＝
①
交
付
申
請
書
を
書
か

な
く
て
も
よ
い
。
②
待
ち
時
間
が
窓
口

交
付
に
比
べ
て
短
い
。
③
土
曜
・
日
曜

日
、
夜
間
も
利
用
で
き
る
。（
利
用
時

間
表
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）④
本
人

確
認
の
必
要
が
な
い
。

　

利
用
す
る
際
に
は「
市
民
カ
ー
ド
」か

暗
証
番
号
登
録
済
の「
印
鑑
登
録
証
」が

必
要
で
す
。
申
請
手
続
き
は
市
民
課
窓

口
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

暗
証
番
号
の
登
録
申
請
は
本
人
以
外
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

暗
証
番
号
登
録
に
は
本
人
確
認
の
た

め
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
、

公
共
機
関
で
発
行
さ
れ
た
写
真
付
き
の

身
分
証
明
証
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
場

で
登
録
で
き
ま
す
。
す
で
に
印
鑑
登
録

証
を
お
持
ち
の
方
は
、
そ
れ
を
持
参
し

て
暗
証
番
号
の
登
録
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

次
の
証
明
書
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

①
戸
籍
全
部
事
項
証
明
書（
謄
本
）と
戸

籍
個
人
事
項
証
明
書（
抄
本
）た
だ
し
、

本
籍
が
本
市
に
あ
る
方（
別
に
暗
証
番

号
の
登
録
が
必
要
）

②
住
民
票
の
写
し

③
印
鑑
登
録
証
明
書

④
外
国
人
登
録
原
票
記
載
事
項
証
明
書

⑤
市
・
県
民
税
課
税
証
明
書

⑥
非
課
税
証
明
書

問
／
市
民
課
市
民
係

内
線
1
4
5

12
月
の
納
付

　

納
期
限
は
12
月
25
日
㈮
で
す
。

▼
市
県
民
税（
普
通
徴
収
）4
期

▼
国
民
健
康
保
険
税
8
期

▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
6
期

問
／
収
納
課
滞
納
整
理
係

内
線
1
9
2
、1
9
3

▼
介
護
保
険
料
第
5
期

　

納
付
書
や
口
座
振
替
で
納
め
る

「
普
通
徴
収
」の
方

問
／
介
護
福
祉
課
介
護
保
険
係

内
線
6
6
3

家
屋
調
査
に
ご
協
力
を

　

今
年
完
成
し
た
新
築
・
増
築
家
屋
に

つ
い
て
、
係
か
ら
調
査
の
連
絡
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
中
に
取
り
壊
し
た
家
屋

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
家
屋
滅
失
届
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
／
税
務
課
固
定
資
産
税
係

内
線
1
5
4
～
1
5
6

平
成
 21
年
分
所
得
税
の
確

定
申
告
・
平
成
 22
年
度
市
民

税
・
県
民
税
の
申
告

期
日
／
平
成
22
年
2
月
16
日
～
3
月
15

日（
詳
し
く
は
広
報
多
賀
城
2
月
号
に

掲
載
し
ま
す
）

問
／
所
得
税
に
つ
い
て
＝
塩
釜
税
務
署

☎
3
6
2
・
2
1
5
1

市
民
税
・
県
民
税
に
つ
い
て
＝
税
務
課

市
民
税
係　

内
線
1
5
1
～
1
5
3

税
の
お
知
ら
せ

の
お
知
ら
せ

情報情報
いろいろいろいろ
くらしのくらしの募

集

く
ら
し

設 置 場 所 利用時間 稼 働 休 止 日

市役所玄関ロビー
午前9時
～午後6時

土・日曜日と祝日
12月29日～
平成22年1月3日まで

山 王 地 区 公 民 館
大 代 地 区 公 民 館
文化センターロビー
（市民会館）

午前9時
～午後8時

月曜日（祝日を除く）
祝日の翌日（土・日曜日を除く）
12月28日～
平成22年1月4日まで

対象年齢 健常児
障害のある
児童

H16.4.2～
H17.4.1生
（年　長）

5名 2名

H17.4.2～
H18.4.1生
（年　中）

5名 4名

H18.4.2～
H19.4.1生
（年　少）

7名 3名
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公
園
の
水
飲
み
場
が
使
用

で
き
な
く
な
り
ま
す

　

公
園
の
水
道
管
凍
結
破
損
防
止
の
た

め
各
公
園
内
の
水
飲
み
場
は
止
水
し
ま

す
。

期
間
／
12
月
中
旬
～
平
成
22
年
3
月
中

旬＊
ト
イ
レ
は
使
用
可
能
で
す
。

問
／
道
路
公
園
課
維
持
係

内
線
4
3
4
、4
3
5

市
道
青
木
沢
団
地
六
号
線

お
よ
び
七
号
線（
通
称
マ
ン

モ
ス
坂
）の
通
行
規
制

　

雪
道
対
策
と
し
て
定
置
式
凍
結
防
止

剤
散
布
装
置
を
2
台
設
置
し
、
安
全
な

通
行
を
確
保
し
ま
す
。
た
だ
し
、
大
雪

な
ど
の
場
合
に
は
、
歩
行
者
な
ど
の
安

全
性
を
考
え
、
車
両
通
行
止
め
を
行
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
道
路
標
識
を

確
認
の
う
え
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
歩
行
者
は
、
北
側
歩
道（
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
兼
手
摺
り
付
）を
通
行
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
／
道
路
公
園
課
維
持
係

内
線
4
3
4
、4
3
5

特
別
障
害
者
手
当
等
制
度

特
別
障
害
者
手
当
／
身
体
ま
た
は
精
神

（
知
的
障
害
を
含
む
）の
重
度
の
障
害
が

2
つ
以
上
重
複
す
る
な
ど
に
よ
り
、
日

常
生
活
で
常
時
特
別
な
介
護
を
必
要
と

す
る
20
歳
以
上
の
在
宅
の
重
度
障
害
者

に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

障
害
児
福
祉
手
当
／
身
体
ま
た
は
精
神

（
知
的
障
害
を
含
む
）に
重
度
の
障
害
が

あ
る
た
め
日
常
生
活
で
常
時
介
護
を
必

要
と
す
る
20
歳
未
満
の
在
宅
の
重
度
障

害
児
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

支
給
要
件
／
①
病
院
ま
た
は
診
療
所
に

継
続
し
て
3
カ
月
を
超
え
て
入
院
し
て

い
な
い
こ
と（
特
別
障
害
者
手
当
）②
施

設
な
ど
に
入
所
し
て
い
な
い
こ
と
③
受

給
者
お
よ
び
受
給
者
の
配
偶
者
・
扶
養

義
務
者
の
所
得
が
所
得
限
度
額
以
内
で

あ
る
こ
と
。

　

障
害
の
程
度
の
判
定
に
は
、
原
則
と

し
て
所
定
の
手
当
用
認
定
診
断
書
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
／
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

内
線
1
6
8
、1
6
9

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
の
交
付

　

こ
の
認
定
書
は
、
要
介
護
1
以
上
の

認
定
を
受
け
た
方
に
交
付
す
る
も
の

で
、
申
告
の
際
に
所
得
税
法
や
地
方
税

法
の
障
害
者
控
除
ま
た
は
特
別
障
害
者

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
21
年
分
の
認
定
書
が
必
要
な
方

は
、
介
護
福
祉
課
介
護
保
険
係
に
申
請

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を

お
持
ち
で
控
除
を
受
け
る
方
や
、
本
人

ま
た
は
扶
養
者
が
非
課
税
で
申
告
を
す

る
必
要
の
な
い
方
は
、
申
請
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

障
害
者
控
除
／
要
介
護
1
・
2

特
別
障
害
者
控
除
／
要
介
護
3
・
4
・

5
、
要
介
護
1
・
2
で
寝
た
き
り
ラ
ン

ク
Ｂ
以
上
、
認
知
症
ラ
ン
ク
Ⅲ
以
上

問
／
介
護
福
祉
課
介
護
保
険
係

内
線
6
6
2
、6
6
3

12
月
３
日
～
９
日
は

「
障
害
者
週
間
」

　

障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
域

で
共
生
で
き
る
社
会
を
め
ざ
し
て
国
民

の
間
に
広
く
障
害
の
あ
る
方
の
福
祉
に

つ
い
て
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
障
害
者
が
社
会
、
経
済
、
文
化
そ

の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積
極
的

に
参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
ま
す
。

●
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー「
コ
ス
モ

ス
ホ
ー
ル
」

　

障
害
を
持
つ
方
の
地
域
生
活
を
支
援

す
る
通
所
施
設
と
し
て
、
創
作
活
動
や

生
産
活
動
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
家

族
や
地
域
交
流
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
自
分
の
時
間
を
自
分

ら
し
く
安
心
し
て
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
す

場
所
と
し
て
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

開
設
日
時
／
毎
週
月
曜
～
金
曜
日
午
前

9
時
～
午
後
3
時
30
分

対
象
／
市
内
に
居
住
し
て
い
る
障
害
を

お
持
ち
の
15
歳
以
上
の
方

費
用
／
無
料（
た
だ
し
、
場
合
に
よ
っ

て
費
用
あ
り
）

ス
タ
ッ
フ
／
指
導
員
2
人

所
在
地
／
多
賀
城
市
鶴
ケ
谷
2
丁
目
15

―
14

☎
3
6
5
・
1
1
6
5

申
込
・
問
／
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

内
線
1
6
8

も
の
忘
れ
予
防
相
談

　

保
健
師
が
簡
単
な
テ
ス
ト
を
行
い
、

頭
の
働
き
を
み
ま
す
。
認
知
症
に
な
ら

な
い
生
活
を
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
12
月
21
日
㈪
午
後
1
時
30
分
か

ら（
要
予
約
）

会
場
／
市
役
所
1
階
社
会
福
祉
課
相
談

室対
象
／
簡
単
な
物
忘
れ
が
で
て
き
た

方
、
ま
た
、
認
知
症
に
な
り
た
く
な
い

方
。
本
人
が
お
い
で
く
だ
さ
い
。（
先

着
順
）

費
用
／
無
料

申
込
・
問
／
12
月
18
日
㈮
ま
で
健
康
課

成
人
保
健
係（
内
線
1
3
3
）へ

■
宮
城
県
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の

お
知
ら
せ

　

地
域
で
生
活
す
る
難
病
患
者
や
ご
家

族
の
皆
さ
ん
の
日
常
生
活
で
の
悩
み
や

不
安
に
対
し
、
看
護
師
や
難
病
患
者
会

の
相
談
員（
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）が
相

＊「
保
険
料
を
納
め
た
期
間
」に
は
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
期
間
の
ほ

か
、
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し

て
い
た
期
間
、
厚
生
年
金
や
共
済
組
合

の
加
入
者
に
配
偶
者
と
し
て
扶
養
さ
れ

て
い
た
期
間（
第
三
号
被
保
険
者
）が
あ

り
ま
す
。

＊「
合
算
対
象
期
間
」は
年
金
額
に
は
反

映
し
な
い
、
い
わ
ゆ
る「
カ
ラ
期
間
」と

呼
ば
れ
る
も
の
で
、
国
民
年
金
に
任
意

加
入
で
き
る
人
が
任
意
加
入
し
な
か
っ

た
期
間
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

年
金
額（
年
額
）／
満
額　

7
9
2
、 

1
0
0
円

　

20
歳
～
60
歳
ま
で
の
40
年
間
保
険
料

を
納
め
た
場
合
に
満
額
の
年
金
が
支
給

さ
れ
、
保
険
料
の
未
納
期
間
が
あ
る
場

合
は
、
そ
の
月
数
に
応
じ
て
減
額
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
付
加
保
険
料（
月
額

4
0
0
円
）を
納
付
し
て
い
た
月
が
あ
る

と
き
は
、
付
加
年
金
と
し
て「
納
付
し
た

月
数
×
2
0
0
円
」が
加
え
ら
れ
ま
す
。

＊
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
た
期
間
が
あ
る
場
合
に
は
、
老
齢
基

礎
年
金
に
老
齢
厚
生
年
金
や
退
職
共
済

年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

繰
上
げ
・
繰
下
げ
請
求
／

　

老
齢
基
礎
年
金
は
原
則
65
歳
か
ら
で

す
が
、
60
歳
～
70
歳
ま
で
の
間
、
本
人

の
希
望
に
よ
り
受
給
開
始
を
早
め
た

り
、
遅
ら
せ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
請
求
の
時
期
に
よ
り
年
金
額
は
減

額
ま
た
は
増
額
さ
れ
、
以
後
生
涯
を
通

し
て
そ
の
額
に
な
り
ま
す
の
で
、
よ
く

考
え
て
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
／
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0
・
0
5
・
1
1
6
5

■
国
民
年
金
保
険
料
追
納
の
お
す
す
め

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除（
全
額
免

除
・
一
部
納
付
）・
若
年
者
納
付
猶
予
・

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
て
い
た

期
間
は
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
場
合

よ
り
も
老
齢
基
礎
年
金
の
受
け
取
り
額

が
少
な
く
な
っ
た
り
、
年
金
額
に
反
映

し
な
い
期
間
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
そ
れ
ら
の
期
間
の
保
険
料

は
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す（
追
納
）。
追
納
を
す
る
と
、
そ

の
期
間
は
保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
な

り
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
が

増
額
さ
れ
ま
す
。

・
追
納
は
古
い
期
間
の
保
険
料
か
ら
順

次
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
若

年
者
納
付
猶
予
ま
た
は
学
生
納
付
特
例

よ
り
前
に
免
除
期
間
が
あ
る
場
合
は
、

追
納
す
る
期
間
の
順
番
を
選
択
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

・
免
除
等
の
承
認
を
受
け
た
期
間
の
翌

年
度
か
ら
起
算
し
て
3
年
度
目
以
降
に

追
納
す
る
と
き
は
、
当
時
の
保
険
料
額

に
経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗

せ
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
早
め
の
追
納
を

お
勧
め
し
ま
す
。

・
追
納
に
よ
り
納
付
し
た
保
険
料
も
、

通
常
の
国
民
年
金
保
険
料
と
同
様
に
納

付
し
た
年
の
所
得
税
等
の
控
除
対
象
に

な
り
ま
す
。

・
す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て

い
る
方
は
追
納
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

追
納
に
は
納
付
書
が
必
要
で
す
。
納

付
書
の
発
行
に
は
申
し
込
み
が
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
、
追
納
を
希
望
さ
れ
る

方
は
管
轄
の
社
会
保
険
事
務
所
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
／
仙
台
東
社
会
保
険
事
務
所
国
民
年

金
業
務
課　

☎
2
5
7
・
6
1
1
5

■
塩
竈
斎
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

年
末
年
始
の
火
葬
業
務
は
、
12
月
31

日
㈭
～
平
成
22
年
1
月
3
日
㈰
ま
で
休

業
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
塩
釜
地
区
環
境
組
合
事
務
局

が
年
末
年
始
に
よ
る
休
業
の
た
め
、
12

月
29
日
㈫
～
平
成
22
年
1
月
3
日
㈰
ま

で
の
手
続
き
は
、
塩
竈
市
役
所
当
直
で

受
付
し
ま
す
。

問
／
塩
釜
地
区
環
境
組
合

☎
3
6
3
・
2
7
7
7

塩
竈
市
役
所　

☎
3
6
4
・
1
1
1
1

■
防
火
標
語
募
集

　

皆
さ
ま
の「
防
火
」に
対
す
る
日
ご
ろ

の
思
い
を
標
語
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
期
間
／
12
月
14
日
㈪
～
平
成
22
年

1
月
14
日
㈭（
当
日
必
着
）

応
募
方
法
／
応
募
作
品
は
、
家
庭
、
地

域
ま
た
は
職
場
に
お
け
る「
防
火
」を

テ
ー
マ
と
し
た
も
の
で
、
未
発
表
か
つ

他
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
し
て
い
な
い

も
の
に
限
り
ま
す
。

　

ま
た
、
作
品
数
は
1
人
1
点
と
し
、

官
製
は
が
き
に
標
語
、
住
所
、
氏
名（
フ

リ
ガ
ナ
）、
年
齢
、
職
業
お
よ
び
電
話

番
号
を
明
記
し
、
次
の
宛
先
に
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

＊
入
選
作
品
は
作
者
の
氏
名
・
勤
務
先

を
付
し
て
火
災
予
防
広
報
に
幅
広
く
使

用
し
ま
す
の
で
、
同
意
い
た
だ
け
る
方

の
み
応
募
願
い
ま
す
。

宛
先
／
〒
9
8
5
―
0
0
2
1
塩
竈

市
尾
島
町
17
―
22　

塩
釜
地
区
消
防
事

務
組
合
消
防
本
部　

防
火
標
語
募
集
係

そ
の
他
／
平
成
22
年
2
月
中
旬
頃
、
入

選
者
に
直
接
通
知
し
ま
す
。
入
選
者
に

は
、
記
念
品
を
添
え
て
表
彰
状
を
授
与

い
た
し
ま
す
。

問
／
塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
消
防
本

部
予
防
課
指
導
係

☎
3
6
1
・
1
6
1
6

平
成
 22
年
成
人
式

　

中
学
校
恩
師
の
ス
ピ
ー
チ
や
新
成
人

か
ら
の
あ
い
さ
つ
も
あ
り
ま
す
。
気
軽

な
服
装
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
／
平
成
22
年
1
月
10
日
㈰
午
前
11

時
か
ら（
受
け
付
け
は
午
前
10
時
20
分

～
50
分
）

会
場
／
文
化
セ
ン
タ
ー

対
象
／
平
成
元
年
4
月
2
日
～
平
成
2

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

＊
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
／
平
成
22
年
成
人
式
実
行
委

員
会（
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係
内
）

内
線
5
4
2
、5
4
4

フ
ア
ク
ス
3
0
9
・
2
4
6
0

離
乳
食
講
習
会

（
2
回
食
コ
ー
ス
）

日
時
／
12
月
22
日
㈫
午
前
9
時
30
分
～

正
午

会
場
／
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

対
象
・
定
員
／
7
カ
月
児
～
8
カ
月
児

の
保
護
者
20
組（
先
着
順
）

持
ち
物
／
母
子
健
康
手
帳
、筆
記
用
具
、

お
む
つ（
必
要
な
方
は
ミ
ル
ク
や
お
湯
）

申
込
・
問
／
12
月
14
日
㈪
ま
で
健
康
課

親
子
保
健
係（
内
線
1
3
5
）へ

談
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

受
付
時
間
／
毎
週
月
曜
～
金
曜
日（
祝

日
を
除
く
）午
前
10
時
～
午
後
5
時
。

毎
月
第
2
日
曜
日
と
第
3
土
曜
日
午
後

11
時
～
午
後
4
時（
面
談
に
よ
る
相
談

は
予
約
制
で
す
）

問
／
宮
城
県
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
2
1
2
・
3
3
5
1

フ
ア
ク
ス
2
1
1
・
1
7
8
1

■
宮
城
県
多
重
債
務
無
料
相
談
会

　
「
多
重
債
務
者
相
談
強
化
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」の
一
環
で
、
弁
護
士
や
司
法

書
士
が
多
重
債
務
に
関
す
る
無
料
相
談

会
を
行
い
ま
す
。
希
望
に
よ
り
引
き
続

き
心
の
健
康
相
談
も
あ
り
ま
す
。（
要

予
約
）

相
談
日
／
12
月
13
日
㈰
〜
19
日
㈯（
場

所
、
定
員
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
）

受
付
日
時
／
12
月
7
日
㈪
～
11
日
㈮
午

前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

問
／
宮
城
県
消
費
生
活
・
文
化
課

☎
2
1
1
・
2
5
2
4

■
国
民
年
金
の
給
付
に
つ
い
て（
老
齢

基
礎
年
金
）

　

老
齢
基
礎
年
金
は
、
保
険
料
納
付
要

件
を
満
た
し
た
方
が
、
65
歳
か
ら
生
涯

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
年
金
で
す
。

受
給
す
る
た
め
の
要
件
／
老
齢
基
礎
年

金
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、
保
険
料
を

納
め
た
期
間
、
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た

期
間
、
合
算
対
象
期
間
と
を
通
算
し
た

期
間
が
原
則
25
年（
3
0
0
月
）以
上

あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

催
し
・
講
座

＜平成21年度中に追納する場合の追納額（1カ月分）＞

追納する期間
全額免除・
納付猶予・
学生特例　

半額免除 4分の 3
免 除

4分の 1
免 除

平成11年4月～平成12年3月 16,190円 － － －
平成12年4月～平成13年3月 15,560円 － － －
平成13年4月～平成14年3月 14,960円 － － －
平成14年4月～平成15年3月 14,390円 7,200円 － －
平成15年4月～平成16年3月 14,180円 7,090円 － －
平成16年4月～平成17年3月 13,980円 6,990円 － －
平成17年4月～平成18年3月 14,010円 7,010円 － －
平成18年4月～平成19年3月※ 14,070円 7,030円 10,550円 3,510円
平成19年4月～平成20年3月 14,100円 7,050円 10,570円 3,520円
平成20年4月～平成21年3月 14,410円 7,200円 10,810円 3,600円
※　4分の3免除と4分の1免除については平成18年7月からの制度となります。

▲コスモスホールの利用者が作った小物
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■中央公民館、市民会館、埋蔵文化財調査センターは、文化センターの施設内にあります。

くらしのいろいろ情報
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■多賀城市役所　☎022-368-1141　ファクス022-368-8104　ホームページhttp://www.city.tagajo.miyagi.jp/

くらしのいろいろ情報

休日の診療
内科・小児科

■塩釜地区休日急患診療センター　☎366-0630
	 受付時間
	 ・日曜日、祝日
	 　午前8時45分～11時30分
	 　午後1時～4時30分
	 ・土曜日（小児科のみ診療）
	 　午後6時30分～9時30分
	 　（祝日に当たる日は日曜日・
	 　祝日の受け付け時間と同じ）

歯　科
12月6日 桑折歯科医院 塩竈市旭町3-13 365-2922

13日 ササキ歯科クリニック 塩竈市錦町7-6 365-7721

20日 鈴木忠明歯科医院 多賀城市中央2-13-11 368-0620

23日 ツルタ歯科クリニック 多賀城市町前4-1-1（ジャスコ多賀城店内）367-8888

27日 丘の上の歯科医院 利府町加瀬字野中沢125-1 356-1033

31日 かわぐち歯科医院 七ケ浜町汐見台6-2-11 357-6099

1月1日 玉川歯科医院 塩竈市玉川2-6-9 366-5155

2日 山王歯科クリニック 多賀城市山王字山王二区133 368-9156

軽症の場合の病院紹介
☎361-0119
　救急車でなく、自分の車で病院に行ける軽症の方には
塩釜消防本部で、塩釜地区の救急告示病院を紹介してい
ますので、上記番号にお問い合わせください。

健康診査● ※対象者に個別通知します。

「健康づくりカレンダー」に載せている対象生年
月日と人数調整などのため異なる事もあります。

3カ月～4カ月児 10日㈭・24日㈭	 受付 12:10～12:30
21年7月21日～21年8月20日生まれ

1歳6カ月児 8日㈫・18日㈮	 受付 12:10～12:30
20年5月21日～20年6月16日生まれ

2歳6カ月児
歯科健診

1日㈫・15日㈫	 受付 9:30～9:50
19年4月4日～19年5月27日生まれ

3歳児 11日㈮・17日㈭	 受付 12:10～12:30
18年5月19日～18年6月14日生まれ

母子健康手帳の●
交付　

7日㈪・14日㈪・21日㈪	 受付 10:00～10:30
保健師、栄養士のお話など（約1時間）

両親学級● 19日㈯	 受付 13:15～13:25
出産を迎える妊婦やご夫婦（先着12組・予約制）

ことばの相談● 3日㈭	 受付 9:15～13:30
未就学の幼児の発音など、言語相談員による相談（予約制）

乳幼児健康相談● 14日㈪	 受付 9:20～10:40
保健師・栄養士の乳幼児への健康アドバイス（予約制）

ＢＣＧ接種● 2日㈬	 受付 10:30～11:00
21年8月20日～21年9月2日生まれの方とBCG接種を
受けていない3カ月～6カ月未満児。予防接種手帳の予診
票に記入し、母子健康手帳と体温計を持参してください。

予防接種手帳の●
交付　

3カ月～4カ月児健康診査通知と一緒に送付して
います。転入などでお持ちでない方は、母子健康
手帳を持参の上、健康課窓口へおいでください。

成人健康相談●
（会場:市役所）

7日㈪	 受付 9:30～11:00
40歳以上で健康に心配のある方。保健師・栄養
士の健康・栄養相談（予約制）

第
 23
回
企
画
展

「
出
土
遺
物
を
保
存
す
る
―
発
掘
後
の

木
製
品
と
金
属
製
品
―
」ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク

　

会
場
で
担
当
者
が
詳
し
い
解
説
を
行

い
ま
す
。
質
疑
な
ど
し
な
が
ら
、
展
示

品
を
間
近
で
見
る
機
会
で
す
。
申
し
込

み
な
し
で
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
／
12
月
5
日
㈯
・
19
日
㈯
・
平
成

22
年
1
月
10
日
㈰
午
後
1
時
30
分
か
ら

（
3
日
と
も
同
じ
内
容
で
す
）

会
場
／
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

入
場
料
／
無
料

問
／
文
化
財
課
調
査
普
及
係

☎
3
6
8
・
0
1
3
4

水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

期
間
／
平
成
22
年
1
月
14
日
～
3
月
25

日
の
木
曜
日
午
前
10
時
～
正
午（
全
10

回
、
2
月
11
日
を
除
く
）

会
場
／
市
民
プ
ー
ル

対
象
・
定
員
／
65
歳
以
上
で
次
の
す
べ

て
に
あ
て
は
ま
る
方
15
人（
先
着
順
）①

腰
痛
や
膝
痛
な
ど
で
以
前
よ
り
歩
く
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
た
方
②
介
護
保
険

の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
③
初
め
て

市
の
水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室
に
参
加

す
る
方

費
用
／
1
、
0
0
0
円（
保
険
料
）

申
込
・
問
／
12
月
10
日
㈭
ま
で
健
康
課

成
人
保
健
係（
内
線
1
3
2
）へ

お
楽
し
み
会

　

人
形
劇
や
大
型
紙
芝
居（
人
形
劇
団

こ
き
げ
ん
座
）を
上
演
し
ま
す
。
申
し

込
み
は
、電
話
連
絡
で
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
／
12
月
11
日
㈮
午
前
10
時
～
10
時

50
分

対
象
・
定
員
・
費
用
／
市
内
小
学
生
、

親
子
40
人
、
無
料

申
込
・
問
／
大
代
地
区
公
民
館（
午
前

9
時
か
ら
受
け
付
け
）

☎
3
6
4
・
8
4
4
2

ど
こ
で
も
ハ
ッ
ピ
ー

　

お
も
ち
ゃ
や
絵
本
を
い
っ
ぱ
い
も
っ

て
い
き
ま
す
。
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
お

し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
申
込

な
し
で
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。
都
合

の
良
い
時
間
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
／
12
月
9
日
㈬
午
前
10
時
～
11
時

30
分

会
場
／
八
幡
上
二
区
集
会
所

対
象
／
未
就
園
児
と
保
護
者

問
／
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
3
8
9
・
2
1
8
0

鶴
ケ
谷
児
童
館
事
業

　

会
場
は
す
べ
て
鶴
ケ
谷
児
童
館
。

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
同
館
へ

直
接
ま
た
は
電
話
で
。

☎
3
6
2
・
0
7
6
3

❖
お
は
な
し
ラ
ン
ド

　
「
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
蒲
公
英（
た

ん
ぽ
ぽ
）」に
よ
る
お
は
な
し
会
。
申
し

込
み
な
し
で
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
／
12
月
2
日
㈬
午
前
11
時
～
11
時

15
分

対
象
・
費
用
／
乳
幼
児
と
保
護
者
、
無

料❖
お
も
ち
ゃ
ラ
ン
ド

　

お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
だ
り
、
体
操
や
絵

本
な
ど
の
お
は
な
し
も
あ
り
ま
す
。
3

日
は
、「
お
は
な
し
の
会
く
れ
よ
ん
」の

皆
さ
ん
が
来
ま
す
。
申
し
込
み
な
し
で

自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
／
12
月
3
日
㈭
、
10
日
㈭
、
17
日

㈭
午
前
10
時
15
分
～
11
時
30
分

対
象
・
費
用
／
乳
幼
児
と
保
護
者
、
無

料❖
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う
一
歳
児

　

一
歳
の
お
と
も
だ
ち
、あ
つ
ま
れ
～
。

み
ん
な
で
楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

申
し
込
み
な
し
で
自
由
に
参
加
で
き
ま

す
。

日
時
／
12
月
11
日
㈮
午
前
11
時
～
11
時

30
分

対
象
・
費
用
／
一
歳
児
と
保
護
者
、
無

料

	

❖
ミ
ニ
ク
リ
ス
マ
ス
会

	

　

か
わ
い
い
ク
リ
ス
マ
ス

グ
ッ
ズ
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
今
年
も
サ

ン
タ
さ
ん
が
や
っ
て
き
ま
す
。

日
時
／
12
月
16
日
㈬
午
前
10
時
15
分
～

11
時
30
分

対
象
・
定
員
／
2
歳
以
上
の
幼
児
と
保

護
者
30
組（
先
着
順
）

費
用
／
2
0
0
円（
プ
レ
ゼ
ン
ト
代
）

申
込
／
12
月
7
日
㈪
午
前
9
時
か
ら
費

用
を
添
え
て
直
接（
電
話
不
可
）

＊
申
し
込
み
は
家
族
の
方
に
限
り
ま

す
。

�

❖
小
学
生
ラ
ン
ド
6「
年
末
も
ち
つ
き

大
会
」

市 民 市民生活に関する相談窓口の紹介など
内線237
生活環境課

平日8時30分～17時
市役所2階　市民相談室

行 政 公共機関の仕事に関する苦情、要望など
内線237
生活環境課

8日㈫10時～15時
市役所2階　市民相談室

法 律 事前に電話予約を
内線237
生活環境課

16日㈬11時～16時
市役所2階　市民相談室

人 権 人権問題でお困りの方
内線237
生活環境課

14日㈪10時～15時
市役所2階　市民相談室

消 費 生 活 消費生活のトラブル
内線237
生活環境課

平日8時30分～17時
市役所2階　市民相談室

障 害 者 来所、電話での相談、家庭訪問など
☎767-6646
ぱれっと

平日、第2・第4日曜日9時～17時
ぱれっと（指定相談支援事業所）
身体障害のためにお困りの方

☎368-6300
社会福祉協議会

22日㈫10時～15時
社会福祉センター

心 配 ご と 生活問題でお困りの方
☎368-6300
社会福祉協議会

7日・14日・21日・28日の各月曜日10時～15時
社会福祉センター

高 齢 者 介護保険、高齢者介護、成年後見、虐待などでお困りの方
内線664
介護福祉課

平日8時30分～17時
各地域包括支援センターへ
（中央地域）　☎368-6350
（西部地域）　☎309-3950
（東部地域）　☎363-4055

も の 忘 れ 予 防 物忘れなどが心配な方。（事前電話予約）
内線132
健康課

21日㈪13時30分～16時
市役所1階　社会福祉課相談室

母  子 ・ 寡  婦 生活相談、福祉資金貸し付け
☎368-1631
こども福祉課

17日㈭10時～15時
市役所1階　社会福祉課相談室

家  庭 ・ 児  童 虐待、ドメスティックバイオレンス、離婚、
施設入所、里子里親など☎368-1631

こども福祉課 平日8時30分～17時
市役所1階　こども福祉課

青 少 年 育 成 青少年問題、いじめなど
内線544
青少年育成センター

面接相談／毎週火曜日（祝日を除く）
10時～15時　市役所5階生涯学習課青少年育成センター
電話相談／平日10時～16時

こ ど も ナ ヤ ミ 悩み、いじめ、困っていることなど
内線544
青少年育成センター

平日10時～16時
市役所5階生涯学習課青少年育成センター

子ども専用無料相談電話 0120-783-701

塩 釜 保 健 所 思春期、こころ、エイズ、アルコール・薬
物関連、骨髄提供希望登録／予約制☎363-5502
●抗ＨＩＶ抗体検査
2日㈬・16日㈬� 受付／9時～10時
※電話予約が必要（匿名で受付）、相談・検査は
原則無料（診断書が必要な場合は手数料あり）

女 性 ドメスティックバイオレンスやストーカー
被害でお困りの女性☎362-1934

多賀城交番 12日㈯・28日㈪13時30分から

　

き
ね
と
臼
で
も
ち
つ
き
を
し
た
り
、

お
正
月
遊
び
を
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
12
月
26
日
㈯
午
前
9
時
30
分
～

11
時
30
分

対
象
・
定
員
・
費
用
／
小
学
生
35
人（
先

着
順
）、
1
5
0
円（
材
料
代
）

申
込
／
12
月
7
日
㈪
午
後
3
時
か
ら
費

用
を
添
え
て
直
接（
電
話
不
可
）

＊
申
し
込
み
は
本
人
ま
た
は
家
族
の
方

に
限
り
ま
す
。

西
部
児
童
セ
ン
タ
ー
事
業

　

会
場
、申
し
込
み
、問
い
合
わ
せ
は

西
部
児
童
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
ま
た
は

電
話
で
。受
け
付
け
は
午
前
9
時
か
ら

☎
3
6
8
・
4
1
4
2

	

❖
親
子
ク
リ
ス
マ
ス
会

	

　

も
う
す
ぐ
ク
リ
ス
マ
ス
！

セ
ン
タ
ー
に
サ
ン
タ
さ
ん
や
梅
っ
こ
座

（
人
形
劇
）が
や
っ
て
き
ま
す
。

日
時
／
12
月
9
日
㈬
午
前
10
時
15
分
～

11
時
30
分

対
象
・
定
員
・
費
用
／
2
歳
以
上
の
幼

児
と
保
護
者
30
組
、
無
料

申
込
／
12
月
1
日
㈫
か
ら

	

❖
み
ん
な
お
い
で

	

　

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

を
親
子
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
12
月
16
日
㈬
午
前
10
時
15
分
～

10
時
45
分

対
象
・
定
員
・
費
用
／
1
歳
以
上
の
幼

児
と
保
護
者
15
組
、
無
料

申
込
／
12
月
1
日
㈫
か
ら

❖
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
8

　

交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
和
泉
さ
ん
と
一

緒
に
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
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日
時
／
12
月
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日
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午
後
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・
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／
小
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ス
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ル
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り
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日
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／
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月
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日
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日
㈫
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か
一
日
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後
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時
～
4
時

対
象
・
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員
・
費
用
／
小
学
生
、
各
日

先
着
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人
、
無
料

申
込
／
12
月
2
日
㈬
か
ら

▼ 携帯電話でも
　ご覧になれます。ほ け ん ガ イ ド

問：健康課 内線135・136　会場：母子健康センター

12月の相談 相談窓口などの詳細については
各相談窓口にお問い合わせください。

JR仙石
線

●
坂総合病院

●
赤石病院

●GS
休日急患　　　
診療センター★
国道45号 至塩釜

西塩釜
駅

下馬駅

　今年も、本市の広報誌をご愛読いただき

ありがとうございました。

　来年も職員一丸となって、より皆さまへ

読みやすい広報誌を作成していきたいと思

いますのでよろしくお願いします。

　　　地域コミュニティ課広報広聴係一同

育てられなくなった犬や猫の引き取り 10日㈭・24日㈭10：00～12：00　宮城県塩釜保健所で　問／塩釜保健所 ☎363-5505

12月の献血のお知らせ
献血にご協力をお願いします

●全血献血／19日㈯午前10時～午後4時30分
　　　　　　マックスバリュ多賀城鶴ケ谷店

●対象／�16歳～69歳の健康な方（65歳以上の方は、60歳～
64歳の間に献血経験がある方）

問／社会福祉課総務企画係　内線163



戸籍関係届出（婚姻・出生・死亡届など）

　市役所1階警備員室で受け付けます。

自動交付機の利用
　設置施設の休館に伴い休止します。

（19ページもご覧ください）

ごみの収集・大量のごみの処分
　ごみの収集は、12 月 31 日㈭～平成 22 年
1月3日㈰まで休みです。
　大掃除や引っ越しなどで出た多量のごみ
は、ごみ集積所には出せません。処分の際は、
ごみ収集許可業者に依頼するか、自ら指定処
理施設に直接搬入してください。
　直接搬入する場合は、搬入する車の車検証
を持参し、生活環境課に 12 月 28 日㈪まで、
搬入許可申請と処分券（一回搬入100㎏まで

1,000円、以後50㎏ごとに500円）購入手続を行ってください。搬入許可証がないと搬入できませんので、
注意してください。
【ごみ収集許可業者】�藤原清掃☎364-0827、渋谷清掃☎367-3133 

クリーン・センター宮城☎367-0054、豊島商店☎362-8873

し尿の処理
　12月31日㈭～1月3日㈰まで休みです。年末年始は大変混み合いますので、早めにし尿収集許可業者に
連絡してください。
【し尿収集許可業者】多賀城衛生 ☎362-3571　問／生活環境課環境リサイクル推進係　内線236

年末年始のお知らせ

好評発売中！ �

デビュー 50周年記念 中村紘子 トーク＆コンサート
　『CD では聴けないとっておきのお話～ピアニストのもの思い』
12月23日㈬　開演／午後3時　市民会館大ホール
 全席指定  �Ｓ席一般4,000円 学生2,000円〈2枚まで会員割引あり〉 

Ａ席一般3,000円 学生1,500円
＊学生券は市民会館のみで発売
＊未就学児の入場はご遠慮ください。
　［託児ルームあり（1歳6カ月～未就学児）12月9日㈬まで要予約・有料］
　各プレイガイドで発売中 多 七 メ 三 藤 Ｐ 333－896 Ｌ 24226

三枝成彰・辰巳琢郎の宝くじおしゃべり音楽館
　三枝成彰・辰巳琢郎の楽しいおしゃべり、そして、国府弘子のピアノ
と塩田美奈子の美しい歌声と、東京ニューシティ管弦楽団の演奏でお楽
しみください。

平成22年1月24日㈰　開演／午後2時　市民会館大ホール
 全席指定  一般2,500円　高校生以下1,500円
＊宝くじの助成により特別料金となっております。
＊未就学児の入場はご遠慮ください。
　［託児ルームあり（1歳6カ月～未就学児）1月10日㈰まで要予約・有料］
　各プレイガイドで発売中
　多 七 メ 三 藤 Ｐ 335－715 Ｌ 24476
　主催／多賀城市・多賀城市教育委員会・宮城県・㈶自治総合センター

チケットプレイガイドの凡例▼ 多 多賀城市民会館  七 七ケ浜国際村  メ メロディーズ（塩竈市）  三 三越仙台店（仙台市）
藤 藤崎（仙台市）  Ｐチケットぴあ（Ｐコード）  Ｌローソンチケット（Ｌコード）  ＊チケットの価格はすべて税込です。

問／市民会館☎368-0132 ホームページ http://www.tagajo-cityhall.com/ 多
たがじょうつうしん

楽情通信もご覧ください。
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多賀城市民会館イベント情報

辰巳琢郎三枝成彰

中村紘子 ©尾形正茂

市役所と各施設のお休み

施　　設　　名
12月 1月

27
日

28
月

29
火

30
水

31
木

1
金

2
土

3
日

4
月

市役所 休 休 休 休 休 休 休
文化センター

（市民会館・中央公民館・埋蔵文化財調査センター） 休 休 休 休 休 休 休 休

山王地区公民館
（テニスコート含む） 休 休 休 休 休 休 休 休

大代地区公民館 休 休 休 休 休 休 休 休
多賀城史遊館 休 休 休 休 休 休 休 休
市立図書館

（分室・移動図書館含む） 休 休 休 休 休 休 休 休

市民活動サポートセンター 休 休 休 休 休 休 休 休
鶴ケ谷児童館 休 休 休 休 休 休 休 休
西部児童センター 休 休 休 休 休 休 休 休
子育てサポートセンター 休 休 休 休 休 休 休 休 休
老人福祉センター 休 休 休 休 休 休 休 休 休
屋内ゲートボール場 休 休 休 休 休 休 休 休
総合体育館 休 休 休 休 休 休 休 休
市民プール 休 休 休 休 休 休 休 休
市民テニスコート 休 休 休 休 休 休 休 休
各保育所 休 休 休 休 休 休 休
太陽の家 休 休 休 休 休 休 休 休
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